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小

林
市

は
「

核
兵

器
廃

絶
・
平

和
都

市
」
、「

人
権

擁
護

都
市

」

「
地

域
医

療
・

健
康

都
市

　
小

林
市

」
を

宣
言

し
て

い
ま

す
。

災害や身近な防犯情報をお届けします。携
帯電話やスマートフォン
のカメラ機能で、QRコー
ドを読み取り、本文に「ぼ
うさい」と入力し、送信
すると登録できます。

目指せ！登録者数　 万人１

写真／岩戸神楽
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多
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年
に

な
り
ま
す
よ
う
に
。
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謹賀 新年
平成 27 年　新年のごあいさつ市

長  

肥
後 

正
弘
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
市
政
各
般
に
わ
た
り

格
別
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
、
市
政
は
順
調
に
進
展
し

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
御
嶽
山
噴
火
や
阿
蘇
山

噴
火
、
硫
黄
山
火
口
周
辺
警
戒
、
度

重
な
る
台
風
の
接
近
な
ど
自
然
災
害

の
脅
威
を
間
近
に
感
じ
、
改
め
て
危

機
管
理
が
問
わ
れ
る
１
年
と
な
り
ま

し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

消
滅
可
能
性
都
市
と
い
う
言
葉
が

生
ま
れ
、
地
方
の
危
機
が
問
わ
れ
る

時
代
と
な
り
ま
し
た
。
国
は
、
地
方

創
生
関
連
法
を
制
定
す
る
な
ど
、
自

治
体
の
本
気
度
が
試
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
市
と
し
て
も
「
こ
ば
や
し
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

策
定
か
ら
そ
の
具
現
化
に
取
り
組
む

こ
と
で
脱
却
を
図
る
と
と
も
に
定

住
・
交
流
人
口
の
増
加
に
努
め
、
30

年
後
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
基
礎
を
固
め
、
発
展
さ
せ
て

ま
い
り
ま
す
。
地
方
創
生
は
、
オ
ー

ル
小
林
で
市
民
が
参
加
し
、
市
民
が

主
役
の
体
制
で
臨
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　
「
協
働
に
よ
り
九
州
一
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

各
種
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

「
ま
ち（
む
ら
）づ
く
り
協
議
会
」が
、

西
小
林
中
学
校
区
に
続
き
須
木
地
区

で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
細

野
中
学
校
区
で
も
設
立
が
予
定
さ
れ

る
な
ど
軌
道
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

昨
年
３
月
に
「
地
域
医
療
・
健
康
都

市　

小
林
市
」
宣
言
を
行
い
、
地
域

医
療
を
守
り
育
て
、
健
康
長
寿
を
目

指
す
ま
ち
づ
く
り
の
姿
勢
を
強
く
示

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
と
の
連
携
で
福
岡
市

や
東
京
で
物
産
展
を
開
催
し
た
と
こ

ろ
好
評
を
博
し
、
本
市
特
産
品
の
持

つ
魅
力
に
改
め
て
自
信
を
深
め
ま
し

た
。
特
産
品
を
積
極
的
に
活
用
し
、

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
充
実
を
図
り

寄
付
金
額
の
増
加
に
努
め
る
な
ど
、

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
さ
ら
に
推
し
進

め
、
移
住
、
交
流
人
口
の
増
加
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

課
題
の
中
心
市
街
地
活
性
化
は
、

鍵
を
握
る
「
小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式

会
社
」
が
11
月
に
設
立
さ
れ
、
小
林

駅
南
北
通
路
が
新
設
着
工
し
た
ほ
か
、

駅
南
の
小
林
看
護
医
療
専
門
学
校
は

４
月
開
校
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
今
年
は
安
心
安
全
の

た
め
に
街
路
灯
の
整
備
を
図
り
、
３

月
の
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
と
相

ま
っ
て
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
カ
タ

チ
と
な
っ
て
き
ま
す
。
春
か
ら
は
新

た
な
人
の
流
れ
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
賑
わ
い
の
創
出
に
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
南
小
学
校
、
東
方
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
、
小
林
商
業
高
校
跡

地
整
備
に
着
工
し
た
ほ
か
、
市
営
夜

川
松
団
地
を
供
用
開
始
し
、
須
木
地

区
の
も
み
じ
の
里
づ
く
り
事
業
も
今

年
３
月
に
完
了
す
る
な
ど
、
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
着
々
と
進
み
、
庁
舎

建
設
も
設
計
が
完
了
し
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
畜
産
業
の
振

興
は
も
と
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

教
育
の
充
実
、
あ
た
た
か
い
福
祉
施

策
、
や
さ
し
い
環
境
施
策
そ
し
て
地

域
医
療
の
充
実
な
ど
市
政
各
般
に
わ

た
っ
て
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
で
発
展
に
努
め
、
行
財

政
改
革
を
引
き
続
き
推
進
し
な
が

ら
、
も
っ
と
住
み
よ
い
小
林
市
に
な

る
た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
未
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

30 年後も持続可能なまちを目指し
オール小林（市民総参加）で

もっと住みよい小林市へ



ネット環境がない人の申し込み方法
応募したい作品はあるが、インターネットを閲覧す
る環境にない人は、応募したい作品のデータなどを
持参し、企画政策課（本庁２階）へお越しください。

応募する

５

INFORM
AT

ION

てなんど小林プロジェクト
地域資源を発掘し、発信する

INFORMATION

●応募とお問い合わせは、企画政策課　（〒 886-8501　小林市細野 300 番地
　　　　　　　　　　／電話番号 23‐0456 ／ファックス 25‐1037）まで。

この事業は、宝くじの助成金を財源として実施しています。

＞各コンテストや募集の応募を受け付けるウェブサイトができました。

クリック

応募は１月 19 日（月曜）まで。「てなんど小林プロジェクト」特設サイトから、
写真や動画、西諸弁にまつわるエピソード、ロゴイメージなどを応募しよう！

①「てなんど小林プロジェクト」で検索する。
②「小林市公式ホームページ」のリンクから移動する。

4

こ の 機 会 に も う 一 度 お さ ら い

年末年始の今だからこそ「ふるさと納税」

お正月で小林に帰省中の

皆さまへのお願いと

お得情報です！

　年末年始のこの時期、小林市に帰省するご家族も多いことと思います。そこでこの機会に、市民の皆さ
んに協力いただきたいことがあります。それは、小林市の「ふるさと納税（寄附）」を出身者や帰省中の
ご家族などに勧めてもらいたいということ。納税（寄附）というと、なかなか勧めづらいかもしれませんが、

「ふるさと納税」をしていただくと、金額に応じた特産品が贈られ、寄附したお金も確定申告時に、その
多くが戻ってきます。現在、お得なキャンペーンを実施中で、特産品のラインナップも日々強化していま
す。ふるさと小林市を応援するなら今。そして、その応援していただける気持ちを、小林市は大切にしま
す。市民の皆さんも、ぜひ「小林市ふるさと納税」のＰＲにご協力ください。●問 : 総務課℡ 23-0220

INFORM
ATION

あなたの作品が

小林のＰＲに

ふるさとこばやし応援キャンペーン

目指すは１年で１億円以上。現在の申し込み実績は 7838 万 6813 円です。

申し込みは、市ホームページでも受付中。支払いは銀行振込や郵便振替で。

③ＱＲコードを読み取る。

「てなんど小林プロジェクト」特設サイトを見るには…STEP１

それぞれのコンテストの「応募
フォームへ」ボタンを押すと、必
要事項を入力するページ（応募
フォーム）が表示されます。

STEP２

このＱＲコードをスマートフォンなどで
読み込むと、より簡単にサイトに移動で
きます。

小林市ホームページ

　小林市の価値や魅力をみんなで見つめ直し、磨き、発信していく活動。それが「てなんど小林プロジェ
クト」です。「てなんど」とは、西諸弁の「てなむ」と「ブランド」を合わせた造語です。「てなむ」は、
小林で昔から使われてきた「一緒に」という意味の方言。小林人の持つあたたかさや結の心を表す「てな
む」と、小林市の価値や魅力をブランド化したいという思いが込められています。

＞共感？を呼ぶ作品を一部紹介します

18 歳の春。私は、大学進学のため東京に行くことになりました。入学式を終え、のぞんだ初

めての授業は、英語。教授に当てられ、テキストを読むクラスメイト達。「レベルが高いなぁ」

と感心していると、いよいよ自分の番に。読み始めてすぐ、クラスに笑い声が上がりました。

「どっか間違ったかな」と思っていると、教授が一言「きみ、英語もなまってるね」。わたしの

大学デビューは、西諸弁のおかげで、恥ずかしいものに。その後、私はクラスでかわいがられ

る存在になりました。英語さえなまってしまう西諸弁って、ある意味スゴイ。（Ｔ・Ｋさん）

キャンペーン期間 : 平成 27 年３月 31 日まで

　「ふるさと納税」とは、出身地や応援したい自治体に寄
附をすると、寄附者の所得に応じて住民税と所得税が軽減
される制度。また、寄附者に、自治体自慢の特産品が贈ら
れます。財源の確保だけでなく、地場産品のＰＲや生産者
の売上向上にもつながります。寄附者にとっても、負担以
上の価値ある謝礼がもらえるということで、今話題の制度
です。市では、今年制度を見直し、第一弾となるリニュー
アルを行いました。謝礼品の種類は２倍になり、10 万円
以上の寄附に対する謝礼品の金額も増えました。

今年度制度のリニューアルを実施しました

　「ホームページから」か「申込書」を郵送、ファックスなどで提出することで、申し込
みできます。その後「銀行振込」、「郵便振替」、「現金書留」、「現金を持参」のいずれかで
支払をすれば完了です。

このキャンペーンは、地域情報サイト「CityDo!］でも取り上げられています。

　期間中、1 万円以上の寄附をしていただいた人を対象に寄附額に応じた特
産品とは別に、「小林市の銘茶」を全員にお届けいたします。また「抽選券」
をお送りし、当選された人には特産品をプレゼントします。特賞「宮崎牛ヒ
レ肉ブロック１頭分」、１等賞「宮崎牛サーロインステーキ 200 ㌘ × ８枚」、
２等賞「太陽のタマゴ２～３玉」などと、超豪華。詳細はホームページで。

抽選であたる特産品は宮崎牛、太陽のタマゴなど超豪華

ふるさと納税の仕組み

　平成 26 年度は 12 月 11 日現在で、4032 件計 7838 万 6813 円の寄付申し込みがありました。

小林市

住んでいる
自治体

特産品

税
の
還
付

寄附
申
告

住民税の
軽減

最寄りの税務署

ふるさとを思う人

西諸弁にまつわるエピソード・思い出募集中

ＱＲコードを読み込むと「申込フォーム」へアクセスできます

寄附者も、小林市もうれしい「ふるさと納税」。制度をおさらいしましょう

KOBAYASHI 2015.1



６７

郷土芸能を
動画で観る

　

11
月
30
日
、文
化
会
館
で「
第

５
回
小
林
市
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
市
内
各
地
の
11
団
体
が
参

加
。
長
い
間
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
舞
い
継
が
れ
て
き
た
郷
土
芸

能
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

披
露
さ
れ
た
郷
土
芸
能
は
、

記
録
・
保
存
す
る
た
め
撮
影
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
、
動
画
共

有
サ
イ
ト
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）」
で
演
目
を

配
信
中
で
す
。「
小
林
市
公
式

チ
ャ
ン
ネ
ル
」
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

　

小
林
市
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

で
検
索
く
だ
さ
い
。
ま
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
場
合
、

紙
面
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込

め
ば
、
よ
り
簡
単
に
見
た
い
動

画
を
閲
覧
で
き
ま
す
。さ
ら
に
、

試
験
的
に「
Ａ
Ｒ（
拡
張
現
実
）」

動
画
も
配
信
。
専
用
の
ア
プ
リ

（
無
料
）
を
使
い
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
カ
メ

ラ
を
か
ざ
せ
ば
、
動
画
が
画
面

上
で
再
生
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
視

聴
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ＱＲコードを読み取るとそれぞれの動画を閲覧できます

いちょう太
た い こ

鼓 新地馬場棒踊り
（文化財愛護少年団）

岡
おかはらた

原田の神
かみおど

踊り

永
ながたちょううまおど

田町馬踊り

新
し ん ち ば ば ぼ う お ど

地馬場棒踊り（保存会） 東
ひがしかたわだいこおど

方輪太鼓踊り

細
ほ そ の い っ く わ だ い こ お ど

野一区輪太鼓踊り剣
けんぶいち

舞一の谷
たに

真
ま が た い っ く へ こ お ど り

方一区兵児踊

紙
か み や し ろ ぜ

屋城攻め踊
おど

り

動画は youtube で再生されます

「
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ａ
」
と
い
う
無
料
ア
プ
リ
を
利
用
し
、
試
験
的
に
Ａ
Ｒ
動
画
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

①専用アプリ「Aurasma」をインストールします。②「Aurasma」を
起動すると設定が表示されるので、一番右までスライドし、「Skip」を押
します。③真ん中下の△マークを押すと、検索ボタンが出るので、それを
押し、「小林市」で検索します。「こすモ～」のマークが出てきますので選
択します。④右上の「フォローする」を選択します⑤準備は終わりました。
画面下にある□のマークをタップし、上の岩戸神楽の写真全体が映るよう
にスマートフォンをかざすと動画を見ることができます。

岩
い わ と か ぐ ら

戸神楽

ＡＲ動画の視聴方法

KOBAYASHI 2015.1

ＡＲ動画試験配信（トリガー画像）

小
林
市
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

披
露
さ
れ
た
演
目
を
動
画
で
配
信
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１パレードこども神輿（三松小学校）２
フェスティバル Break girls ３パレード大
笑い一座４農畜産まつり「こすもす大鍋」
５フェスティバル Team 乱翔舞６フェス
ティバル Kid'sB ７パレード神輿奉納ほぜ
夫婦神輿８フェスティバル小林翔舞会９
フェスティバル小林幼育園 10 パレード稚
児行列 11 小林ブライダルコレクション美
容組合 12 総踊り 68 団体約 1803 人参加
13 ゲストチームハーラウラウラーナニ

こばやし秋まつり 2014
福島のフラダンスチーム踊り披露
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こばやしＴopicsトピックス

まちのわだい

　11 月 23 日にＪＲ小林駅前で
行われた「こばやし冬まつり
2014」を皮切りに、市内各地を
イルミネーションが彩っていま
す。野尻地区では、国道 268 号
沿いの各家庭や商店が思い思い
の電飾を設置。約２㌔にわたり
約 50 万個の電球が人々の目を
楽しませています。須木地区で
は、旧鳥田町小にイルミネー
ションが登場。鳥田町活性化委
員会とすきむらんどイベント実

行委員会が主体となり、栗、ゆ
ずやままこ滝をモチーフにした
手作りの光のオブジェが校庭や
校舎を鮮やかに彩っています。
【場所・点灯時間・期間】▼小
林（小林駅前ロータリー）18 時
～ 22 時、（駅南公園）18 時～
21 時、１月９日まで▼野尻（国
道 268 号沿い野尻町商店街）
17 時 30 分～ 23 時、１月 10 日
まで▼須木（鳥田町小学校跡地）
18 時～ 21 時、１月 10 日まで

イルミネーション
市内各地を鮮やかな輝き

　今年の目玉はプールに浮かぶ船のイ
ルミです。逆さ富士との競演がなんと
も言えないすばらしさでとても美しい
です。毎年、須木のイルミは地域の助
けがあって成り立っています。こうし
て点灯でき協力してくれた人たちへの
感謝の気持ちでいっぱいです。皆さん
ぜひ見に来てくださいね。

水面に映る船と富士山
地域の協力でできたイルミ

プールに浮かぶ船は今年初の試み。風が弱いと
水面に映り、楽しみも倍増です 植

う え む ら

村タミエさん

INTER VIEWこのイルミここが見どころ

鳥田町活性化委員会　委員

14小林こばやし冬まつり201415小林イルミネー
ションで遊ぶ 16 須木大つり橋をモチーフにした
イルミから顔を出す 17 野尻道の駅ゆ～ぱるのじ
り横の大塚原公園 18 野尻国道 268 号沿い 19 須
木旧鳥田町小の校門から体育館を彩る
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当会社は 11 月 21 日、市内の商工業者７人、資本金 1400 万
円で設立。小林商工会議所内に事務所を置き、事業を展開します

中心市街地活性化へ会社設立
柊崎社長ら、肥後市長へ報告

小中学生がクロカンでリレー
起伏のあるコースで速さ競う
　12 月７日、総合運動公園クロスカント
リーコースで、第２回クロスカントリーリ
レー大会が開催されました。市内外の小中
学生 28 チーム 181 人が出場。陸上競技場
をスタート・ゴールとした個人、リレーの
４競技が行われ、選手らは起伏や変化に富
んだコースで速さを競いました。

下り坂を駆け下りる選手ら。クロスカントリーコースは、総合運動
公園内に整備されたコースです

11

年末年始のパトロール強化始まる
　12 月２日、年末年始
のパトロールを強化す
る特別警戒取締隊「ひな
もり隊」の発隊式が小
林警察署でありました。
河
か わ の

野憲
のりひこ

彦署長は「犯罪や事故の未然防止のため、
ご協力をお願いしたい」とあいさつ。式後、パト
カー、白バイや青パトで管内を巡回しました。

細野中の生徒ら手紙の温かさ学ぶ
　12 月４日、細野中の
１年生を対象にした年
賀状の書き方教室が行
われました。小林郵便局
の齋

さ い と う

藤寿
と し の り

則総務課長が講
師として登壇。齋藤さんは、「携帯のメールは便
利ではあるが、手紙のもつ温かさも忘れないでほ
しい」と手紙の良さを児童に伝えました。

　中心市街地の活性化に取り組む「小林市
まちづくり株式会社」が設立し、12 月 1 日、
柊
ふ き ざ き

崎庄
し ょ う じ

二代表取締役社長が肥後市長に報告を
行いました。当会社は、江南跡地の再活用や
カフェ開業など、にぎわいを創出する事業を
実施予定。柊崎社長は「新しいことに挑戦し、
収益をあげていきたい」とあいさつしました。

市立図書館で移動型の演劇公演
　11 月 30 日、市立図書
館で演劇公演が行われ
ま し た。 小 林 市 民 劇 団

「2
にじゅうごばりき

5 馬力」が公演し、市
民ら約 50 人が来場。参
加者は演者の動きに合わせて、移動しながら観賞。
神
か み づ る

水流じん子
こ

団長は、好評の声を受け「図書館の
協力のおかげ。また開催したい」と話していました。

西高調理科生徒ら集大成の料理を披露
　12 月４日、小林西高
調理科３年生の学習成果
発表会が、同校体育館で
ありました。生徒を代表
して外

ほ か む ら

村勝
ま さ と

斗くんが「３
年間の集大成。時間の限り楽しんで」とあいさつ。
会場には生徒 36 人が手掛けた 66 作品が並び、保
護者や恩師などに料理を振る舞っていました。

地域おこし協力隊に新隊員
須木へ石黒さん（　　）着任
　地域活性化と自らの定住を目的にした総
務省「地域おこし協力隊」事業で、神奈川
県出身の石

い し ぐ ろ

黒珠
た ま み

美さんを、市の６人目の
隊員として委嘱しました。12 月１日から、
須木庁舎地域振興課に所属。「旅行会社に
勤めていた経験を生かし、須木の活性化に
貢献したい」と意気込みを語りました。

市長から委嘱を受けた石黒さん。今後、市内の観光資源の発掘や観
光ツアーの企画などにより県内外へ広く情報発信を行う予定です

日本一の種雄牛「秀
ひ で ま さ み つ

正実」号
生産者倉

く ら ぞ の

薗香
か よ こ

代子さんを表彰

市出身の２選手が活躍
日本ハンドボールリーグ開催
　11 月 29 日、日本ハンドボールリーグ小
林大会が市民体育館で行われました。湧永
製薬×トヨタ紡織九州とトヨタ車体×大
崎電気の２試合を実施。試合には、市出身
甲

か い

斐昭
あ き ひ と

人選手（トヨタ車体）と木
き き り く ら

切倉真
し ん い ち

一
選手（同）も出場し、日本トップレベルの
プレーに会場は大いに盛り上がりました。

写真左）体を張ってゴールを守る甲斐選手。写真右）司令塔を務めた
木切倉選手。２人の活躍に会場からは大きな声援が送られていました

こすモ～丼は、宮崎牛やゴボウなどを使った牛丼で味付けは焼肉の
たれ風。児童らは「今までで一番おいしい」と声を揃えていました

生産農家ら給食に宮崎牛贈る
生徒ら「こすモ～丼」を堪能
　11 月 22 日、市内の和牛生産者団体が、
市教育委員会に宮崎牛約 220 ㌔を贈りまし
た。11 月 28 日には、それを使った給食「こ
すモ～丼」を市内小中学校の児童・生徒ら
に提供。和牛部連絡協議会東

ひがしうめ

梅住
す み お

男会長は
「宮崎牛が小林で多く生産されていること
を知ってほしい」と話していました。

神 奈 川 県
出 身

KOBAYASHI 2015.1

　11 月 22 日、西諸県郡市種雄牛造成事業
中間報告会が西諸畜連でありました。種雄
牛の能力検定法の 1 つである間接検定で日
本一の種雄牛を生産した倉薗さんの表彰や
和牛振興に関する基調講演を実施。倉薗さ
んは「うれしい限り。これに満足せずさら
に勉強をしていく」と話していました。

表彰を受ける倉薗さん。この事業は県家畜改良事業団とは別に、平
成 21 年から西諸地区で種雄牛を造成しようと始まったものです
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野球スポーツ少年団 11 団体
感謝の気持ちで球場を清掃
　12 月４日、スポーツ少年団野球部会 11
チームの６年生が緑ヶ丘公園市営野球場の
清掃をしました。団員や保護者ら約 100 人
が参加。小林太陽クラブ片

か た ひ ら

平俊
しゅんいち

一監督は「競
技力だけでなく、施設や道具を大切にし、
感謝の気持ちを持てる子どもたちを育てて
いきたい」と話していました。

清掃する団員ら。小林小６年の松
ま つ だ

田康
こ う へ い

平さんは「ごみや落ち葉がた
くさんあり驚いた。綺麗になり気持ちがいい」と話していました

13

子ども司書に小学５年生 10 人を認定
　12 月８日、「子ども司
書養成講座」の閉講式が
市立図書館で行われまし
た。５カ月間、全 10 回
の講座を通して司書学を
学んだ小学５年生 10 人に「子ども司書」の認定
証が渡されました。子ども司書は、県内で小林市
だけで行われている、今年４年目の制度です。

ウオーキングで健康づくり
東京学芸大名誉教授が講演
　12 月 13 日、ウオーキング講演会（市ウオー
キングクラブ推進事業実行委主催）が市民
体育館で開催されました。市民ら約 140 人
が参加し、講演には東京学芸大学の波

は た の

多野
義
よ し ろ う

郎名誉教授が登壇。正しい歩き方やウオー
キングの効果を説明し、「１日１万歩歩いて
生活習慣病を防ごう」と話していました。

「運動不足が生活習慣病のもと。１日１万歩歩けば、予防に効果が
ある。歩いて健康寿命をのばそう」と呼びかける波多野名誉教授

花を育て人権について学ぶ
須木小での取り組みに感謝状
　12 月 10 日、人権の花運動に対する感謝
状の贈呈式が須木小学校でありました。こ
の運動は、花の育成を通して思いやりの心
を育み、人権について学ぶことが目的。同
小６年の前

ま え だ

田樹
き り

里さんが「動物や植物、そ
して友達にやさしくできる須木っ子を目指
します」と元気よくあいさつしました。

感謝状贈呈の後、「人権かるた」を人権擁護委員らと行い、児童ら
は身近にある人権について楽しみながら学びました

保体委員の山
やまさき

﨑雅
ま さ き

稀くん（写真左）と東
ひがしばる

原治
は る き

希くん（右）。２人は、「賞
に恥じないよう、気持ちを新たに頑張りたい」と話していました

全国体力つくりコンテストで
野尻中学校が優秀賞
　「第 28 回毎日カップ中学校体力つくりコ
ンテスト」の表彰式が 12 月６日、毎日新
聞東京本社で開催され、野尻中学校が優秀
賞を受賞しました。野尻中では、週２回の
ラジオ体操や、全校生徒一斉の歯磨きなど
を実施。独自性のある取り組みや生徒の基
礎体力の向上が評価されました。

給食でチョウザメ料理を提供
須木小中の児童生徒ら味わう
　12 月９日、チョウザメを使った給食が
須木小・中学校で提供されました。学チョ
ウザメを使った給食メニューは、今回が初
めて。子どもたちは、須木学校給食センター
で考案されたチョウザメを揚げてしょうゆ
ベースの甘辛たれと、砕いたアーモンドで
あえた特別メニューを味わいました。

チョウザメを食べる子どもたち。昭和 58 年の同日に小林での養殖が

始まったことにちなみ毎月９日をチョウザメの日としています

学校支援ボランティアでもある地元の高齢者４人が、しめ縄づく
りの講師として参加。その名人技に子どもたちは釘づけに

収穫米のワラでしめ縄づくり
永久津小・中で三世代交流
　12 月７日、永久津小学校グラウンドで
収穫祭が行われました。永久津小・中学
生、保護者や地域住民ら 150 人が参加。子
どもたちが収穫した米を使った餅つき体験
や、収穫米のワラを使ったしめ縄づくりで
交流。講師として参加した名人がしめ縄を
作り上げると、歓声が上がっていました。

KOBAYASHI 2015.1

育樹祭で県道１号沿いにモミジを植樹
　12 月９日、県道 1 号
みどりのトンネル育樹
祭がありました。事業
所や市民ら約 160 人が
参加。通行止めになっ
ている県道 1 号の旧料金所跡から展望所までの約
8 キロが特別に解放され、モミジの木の植樹や樹
木の枝の除伐、下払い、清掃などを行いました。

市立病院でクリスマスコンサート開催
　12 月 13 日、クリスマ
スコンサートが市立病
院で行われました。ハ
ンドベルやバイオリン
の演奏、南保育園の園
児らによる歌や合奏、クリスマスカードのプレゼ
ントなどを実施。同病院の入院患者やその家族ら
約 70 人は癒しの時間を過ごしました。

ライオンズクラブが清掃用品を寄贈
　12 月 12 日、小林ライ
オンズクラブから幸ヶ
丘小への竹ほうきなど
の清掃用品の贈呈式が
ありました。馬

ば ば

場昭
し ょ う じ

次
会長は、「学校をきれいにして、心もきれいにし
てほしい」と児童らにあいさつ。同クラブは、市
内全小中学校 21 校に清掃用品を寄贈しました。



このイラストは、小林高校３年生
海
かいぞう

蔵楓
ひ な

寧さんが（当時・永久津中３
年生）小林市の活性化を願い作成し
たものです。市の自然（花、星、水、
蛍）がモチーフになっています。

も応援。
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協働により「九州一  安心安全なまち  小林市」
を目指して
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防災

災 害が起きたときの被災者と、ＮＰＯや
ボランティアなどの支援者を結びつけ

る「災害ボランティアコーディネーター」養
成講座の修了式が、11 月 15 日、市民活動支
援センターで行われました。養成講座を企画・
運営したのは、市から委託を受けた「小林市
災害ボランティアコーディネートセンター」。
４回にわたり、専門家による講座を実施して
きました。式では、第１期生となる 59 人に、
肥後市長から修了証が手渡されました。

式で肥後市長が「お互いに支え合えるまちづくり
のため、皆さんの奮闘に期待します」とあいさつ

被災者・支援者のつなぎ役
コーディネーターに 59 人

肥後市長に報告書を提出する山之口委員長。報告
書の内容は、市ホームページでも確認できます

市民目線で市の事業を評価
外部評価委が報告書を提出

市 の事業を外部の視点から評価する「行
政評価外部評価委員会」が 11 月 28 日、

報告書を肥後市長に提出しました。学識経験
者や公募など９人からなる同委員会は、「水
資源保全対策事業」や「協働のまちづくり推
進事業」など 25 年度の 10 事業の評価を実施。
個別に担当職員から内容を聴き取り、改善点
や意見をまとめてきました。山

や ま の く ち

之口志
し ろ う

朗委員
長は「市財政の効率化、健全化や事業内容の
見直しに反映してほしい」と話していました。

こばやし協働 Info ＆ News

このコーナーでは、九州一安心安全なまちづくりを目指す小林市で活躍する人やその活動など、
協働のまちづくりに関する情報を提供します。

住 民が一体となって地域
づくりに取り組むきず

な協働体「すきむらづくり協議
会」が 11 月 29 日、須木地区に
設立されました。同日、須木総
合ふるさとセンターで設立総会
を開き、規約や役員を決定。協
議会には安心づくり、元気づく
り、むらづくりの３つの専門部

会を設置。部会員 59 人を中心
に事業を行っていきます。総
会では、みどり豊かで笑顔の
絶えない安心安全な須木を目
指して、ウオーキング・マラ
ソン大会の開催や地域の魅力
を発信するマップづくり、避
難所への表示板設置などの事
業が承認されました。

須木地区に「すきむらづくり協議会」設立

ふるさとセンターで行われた設立総会

きずな協働体 須木地区今月は、

取 り 組 み を 紹 介 し ま す

News

塩
し お の

野 勝
まさる

取締役常務執行役員は「地域の皆さんが
活用してくだされば」とあいさつしました

くらしの便利帳を発刊
１月に市内各世帯に配布

く らしの便利帳「てなも小林市～くらし
の便利をこの１冊に～」の発刊式が、

12 月 17 日、市長応接室で行われました。㈱
サイネックスと協働発行したこの便利帳は、
行政情報や市役所での手続きのほか観光、イ
ベントや文化などの情報を幅広く掲載。発行
の費用は全て事業所からの広告料でまかなわ
れました。１月に市内各世帯の郵便ポストに
投函される予定です。

官民協働

ど
う
に
か
設
立
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
役
員
を
中
心
に
団
体
・
行
政
・
住
民
、

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。（
設
立
総
会
に
て
会
長
あ
い
さ
つ
）

すきむらづくり協議会

会長　金
かねまつ

松 勲
いさお

さん

15

News
協働

「み かんやまスマイルフェスタ」が、12
月７日、栗須小学校で開催されまし

た。同校児童や保護者、地域住民、消防団員、
消防署職員など約 600 人が参加。餅つき大会
やしめ縄づくり、持久走大会のほか、消防車
両の見学やＡＥＤ講習などを行いました。同
フェスタの実行委員会大

お お う ら

浦正
ま さ と

人会長は「学校
と連携し、地域で子どもたちを育て見守る体
制を作っていきたい」と話していました。

写真左） 自分たちで育てたもち米を使ったもちつ
き 右）消防団の○×クイズを楽しむ児童ら

防災や餅つきをとおして
地域で子どもたちを育てる

KOBAYASHI 2015.1
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息子

功
こ お し

師 さん
（36 歳・就農 14 年目）

母
竹
た け こ

子 さん
（60 歳・就農 37 年目）

祖父

茂
しげる

 さん
（86 歳・就農 70 年以上）

父
薫
かおる

 さん
（62 歳・就農 37 年目）

Vol.47

小人
林
こばやしびと

収
穫
体
験
や
、
寒
干
し
作
業

の
見
学
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、

地
域
活
動
に
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
る
。「
自
分
た
ち
の

仕
事
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

で
、
ま
た
や
る
気
が
出
る
」

と
功
師
さ
ん
。
目
も
回
る
よ

う
な
忙
し
さ
の
中
で

も
、
一
家
の
表

情
は
今
日
も
充

実
感
に
あ
ふ

れ
て
い
る
。

　

寒
干
大
根
の
生
産
が
最
盛

期
を
迎
え
る
師
走
。
今
年
も

西
小
林
に
昔
な
が
ら
の
「
大

根
や
ぐ
ら
」
が
姿
を
現
し
た
。

や
ぐ
ら
に
大
根
を
吊
る
し
、

寒
風
に
さ
ら
す
「
大
根
の
寒

干
し
」
を
行
う
の
は
、
親
子

３
世
代
で
農
業
を
営
む
大
山

さ
ん
一
家
。
農
業
を
始
め
て

70
年
に
な
る
祖
父
の
茂
さ
ん
、

周
り
か
ら
「
高
倉
健
さ
ん
の

よ
う
」
と
慕
わ
れ
る
仕
事
人

の
父
薫
さ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
で
活
動
す
る
活
発
な
母

竹
子
さ
ん
、
そ
し
て
、
勉
強

熱
心
で
家
族
愛
に
あ
ふ
れ
る

息
子
功
師
さ
ん
の
４
人
だ
。

　
「
自
然
と
農
業
を
継
い
で
い

ま
し
た
。
祖
父
・
父
が
守
っ

て
き
た
土
地
も
大
切
に
し
た

い
」
と
い
う
功
師
さ
ん
に
対

し
、「
私
た
ち
が
１
日
で
も
長

く
現
役
で
い
て
、
手
助
け

で
き
れ
ば
」
と
竹
子
さ

ん
。
他
で
は
ま
ね
で

き
な
い
家
族
な
ら
で

は
の
信
頼
感
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
、
限
ら
れ
た
人
数
で
自
慢
の

大
根
を
世
に
送
り
出
す
大
山
流

農
業
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
一
家
が
農
業
を
営

む
南
西
方
は
、
恵
ま
れ
た
土
壌

や
気
候
に
加
え
、
霧
島
か
ら
吹

き
降
ろ
す
冷
た
い
風
「
霧
島
お

ろ
し
」
が
、
大
根
の
寒
干
し
に

理
想
的
な
環
境
を
作
り
出
し
て

い
る
。
茂
さ
ん
に
よ
る
と
、
昔

は
こ
の
地
域
の
農
家
の
ほ
と
ん

ど
が
大
根
を
生
産
し
、
冬
に
な

る
と
、
畑
と
い
う
畑
に
や
ぐ
ら

が
並
ん
で
い
た
と
い
う
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

西
小
林
人
に
と
っ
て
、
霧
島
山

を
背
景
に
真
っ
白
な
や
ぐ
ら
が

そ
び
え
立
つ
風
景
は
、
冬
の
訪

れ
を
知
ら
せ
る
風
物
詩
。
今
で

は
数
も
減
っ
て
し
ま
っ
た
た

め
、
大
山
さ
ん
宅
に
あ
る
や
ぐ

ら
は
、
地
元
の
貴
重
な
伝
統
と

し
て
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
に
っ
こ
ば
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
企
画
す
る
大
根
の

受
け
継
が
れ
る
伝
統
技
術
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

地
元
を
元
気
に
す
る
親
子
３
世
代
農
家

大根農家の冬は目まぐるしい。１級品の生大根、トラック３～４台分（１台で２６００本）は収穫
したその日に出荷。それ以外の大根は寒干しに。夕方には雨や露を避けるため、やぐらにシートを
被す。氷点下になると大根が痛むため、ストーブをたく日も。そうやって 10 日～ 15 日ほど寒風
にさらすと、余計な水分が抜けて甘味が増し、生大根にはない味わいの寒干し大根ができあがる

作 業
work

地 域
Community

大
根
・
タ
バ
コ
生
産

大お
お
や
ま山
さ
ん
一
家

親
子
３
世
代
農
家

12 月 7 日にあった「でこんひき体験（にっこばまち
づくり協主催）」。地元を大切にする一家らしい企画だ

（
南
西
方
）

17 KOBAYASHI 2015.1
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【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325 ●須木庁舎住民生活課：℡ 48-3132
　　　●野尻庁舎住民生活課：℡ 44-1100

健康コーナー
元気の

知恵袋
「
こ
こ
ろ
と
身
体
の

健
康
に
よ
い
飲
酒
の

し
か
た
」

「酒 は百薬の長」ということ
わざは、酒は適度に飲め

ば、どんな良薬よりも健康に良い
という意味です。飲めば飲むほど
よいという意味ではありません。
それでは酒の適度とはどれくらい
量なのでしょう。
　厚生労働省の示す指標では、節
度ある適切な飲酒は１日平均純ア
ルコール量で 20 ㌘未満の飲酒と
なっています。「ビール中ビン１
本」「焼酎（20 度）0.7 合」「日本
酒１合」「チュウハイ（7％）350
㍉㍑缶 1 本」などに相当します。
また、女性や高齢者、飲酒後に赤
くなる人（赤型体質）は、これよ
り飲酒量を少なくすべきであると
推奨しています。
　健康を守るための 12 の飲酒の
ルールが提案されていますので、

ご紹介します。
①飲酒は 1 日平均純アルコール量
　で 20 ㌘以下
②女性・高齢者は少なめに
③赤型体質の人も少なめに
④たまに飲んでも大酒しない
⑤食事と一緒にゆっくりと
⑥寝酒は極力控えよう
⑦週に 2 回は休肝日
⑧薬の治療中はノーアルコール
⑨入浴・運動・仕事前はノーアル
　コール
⑩妊娠・授乳中はノーアルコール
⑪依存症者は生涯断酒
⑫定期的に検診（健診）を
　これをもとに、ご自分や家族の
飲酒習慣をもう一度振り返ってみ
てください。
参考：厚生労働省　飲酒のガイド
　　　ライン

ヘルスメイトさんおすすめ

元気アップメニュー

●作り方
①精白米をとぎ、合数分の水と
　A を入れて混ぜ合わせ炊飯す
　る。
②小松菜は、1 ㌢幅に切り、ロー
　スハムは、8 等分に切る。フ
　ライパンにごま油を熱し、小
　松菜、ハムの順に炒め、コショ
　ウを加えて炒める。
③炊き上がった①に②を加え、
　２～ 3 分蒸らし、全体を混

　ぜ合わせる。
●ワンポイント
　小松菜は、栄養価の高い緑黄
色野菜です。骨を丈夫にするカ
ルシウム、血液の材料となる鉄、
動脈硬化やガンを予防するβ -
カロチン、免疫力を高めるビタ
ミン C が豊富に含まれていま
す。小鉢 1 皿分の小松菜を使っ
て、おいしく食べれる 1 品で
す。

小松菜
のご飯

１人分のエネルギー
333 ㌔カロリー

野菜は１日小鉢６皿
（350㌘）食べましょうヘ

ル
ス
メ
イ
ト

釜か
ま
さ
き㟢　

万ま

り理
さ
ん

健
康
推
進
課

保
健
師　

永な
が
や
ま山　

小さ

ゆ

り
百
合
さ
ん

●材料　（２人分）
・精白米…………1 合
　・酒……………小さじ 1
　・みりん………小さじ 1　
　・塩……………ひとつまみ
・小松菜…………120 ㌘
・ロースハム……2 枚
・ごま油…………小さじ 1/2
・コショウ………少々

野菜１皿 60 ㌘！

Ａ

安心安全

－ 15
－ 7

　－ 1
　＋ 3
－ 50

火災・救急発生状況
種別　　  11 月　   累計　 昨年
建物
林野
車両
その他
救急

1 10
０ 3
1 2
0 ５

148 1629

交通事故発生状況
種別　　　11 月　　累計　昨年
人身
物損
死者
負傷者
全国死者

35 284
78 832
０ ２

40 319
3691 （昨年同月比　－ 204）

－ 46
ー 87

－２
－ 89

119番

110番

だより

だより

中央消防署　℡ 23‐2013

小林警察署　℡ 23‐0110

1 月 10 日は
110 番の日

●咳やくしゃみなどの症状があるときは、マスクを着けましょう。またティッシュなど
　で覆っても効果があります。
●鼻水やたんはティッシュに出し、ふた付きのごみ箱に捨てましょう。

　冬になりインフルエンザの流行する季節になりました。インフルエンザは、感染者の
咳やくしゃみなどのしぶきに含まれるウィルスを吸い込んだり（飛沫感染）、ウィルス
が付着したものを触った手で口や目の粘膜を触ることで、ウィルスが侵入して感染（接
触感染）します。

　110 番は、県内どこからでも宮崎市の警察本部通信指令室につながり、管轄
警察署も同時にその内容を聞きながら、パトカーなどを現場に向かわせます。

110 番は慌てず落ち着いて

　通報は係員の質問に従って、①何があったのか（事件、事故の内容）、②いつ（今
か、何分前ごろか）、③どこで（近くの目標物建物など）を落ち着いて話して
ください。

インフルエ
ンザの予防

咳やくしゃみのエチケット

　手洗いは、接触による感染を、うがいはのどの乾燥を防ぎます。
●帰宅時、食前、病気の人と接触した後には、必ず手洗い・うがいをしましょう
●手洗いは、流水とせっけんを使って、15 秒以上かけて、手の平・手の甲・指先と付
　け根・親指・手首も忘れずに洗い、洗った後は水分を十分にふき取りましょう
●流水が使えない時は、アルコールを含んだ手指消毒薬を使いましょう

手洗いうがいをしよう

110 番のしくみ

・110 番は、緊急の事件・事故を通報するための緊急電話です
・急を要しない運転免許更新や落し物などの問い合わせは、小林警察署（℡　
23‐0110）を利用してください

110 番の正しいかけかた

「ファックス」「メール」での 110 番通報

　耳や言葉の不自由な人のためにファックスやメールでの 110 番通報システ
ムがあります。
● FAX110 番＝ 0985‐32‐0110
●メール 110 番＝ http://miyazaki110.jp
※メール 110 番は、宮崎県警ホームページからアクセスできます　

　ワクチン接種は、子どもが 2 回、大人は 2 回の接種。効果は 2 週間後以降なので
10 月～ 12 月中に受けるのが大切です。値段は各自治体、年齢によって異なりますが
平均 3 千円前後で受けることができます。ほとんどの医療機関で予約を必要としてい
ますので、実際にワクチン接種を受ける場合は事前に確認することも必要です。

予防接種を受けよう

Vol.092

Vol.092
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百聞は一見にしかず
Vol.24

『シャネットの 徒然なるままに』

ド
ド
イ
ツ
で
は
、
18
歳
か
ら

成
人
で
す
。
成
人
式
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
誕
生
日
に
、

自
分
で
友
達
を
呼
ん
で
、
パ
ー

テ
ィ
ー
を
す
る
こ
と
が
普
通
で

す
。

　

私
は
、
大
人
に
な
る
こ
と
を
拒

否
す
る
18
歳
の
誕
生
日
に
、
子
ど

も
が
す
る
よ
う
な
誕
生
会
を
開
く

こ
と
に
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
、

段
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
羽
を
作
り
、

１
日
中
、
背
中
に
紐
で
結
び
付
け

て
い
ま
し
た
。
コ
ウ
モ
リ
、
飛
行

機
、ロ
ケ
ッ
ト
、妖
精
、ハ
エ
、蝶
々

…
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
友
達

と
一
緒
に
、
子
ど
も
の
誕
生
会
で

よ
く
す
る
遊
び
を
た
く
さ
ん
楽
し

ん
で
、
と
て
も
楽
し
い
誕
生
日
を

過
ご
せ
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が

成
人
に
な
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
き
っ
と
、

お
酒
を
飲
め
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
大
き
い
で

す
よ
ね
。
ド
イ
ツ
で
は
、

ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
は
、

16
歳
か
ら
飲
め
ま
す
よ
。

で
す
か
ら
、
お
酒
の
た

め
に
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
し
か
に
、
強
い
お
酒
は
18
歳
か

ら
で
す
が
、
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ン
が

飲
め
る
人
は
、
そ
う
い
う
細
か
い

変
化
を
あ
ま
り
喜
び
ま
せ
ん
。
ド

イ
ツ
で
は
、
18
歳
の
誕
生
日
で
一

番
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
運
転
免

許
が
取
れ
る
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う

ね
。
私
も
早
め
に
レ
ッ
ス
ン
を
受

け
て
、
ち
ょ
う
ど
自
分
の
18
歳
の

誕
生
日
に
、
運
転
免
許
の
技
能
試

験
を
合
格
し
て
、
免
許
証
を
そ
の

日
に
も
ら
う
予
定
で
し
た
。
が
、

落
ち
ま
し
た
。
見
事
に
。

　

18
歳
ま
で
、
誕
生
日
は
毎
年
楽

し
み
で
す
よ
ね
。
そ
し
て
、
30
歳

を
越
え
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
ワ
ク
ワ

ク
し
な
く
な
り
ま
す
。
ま
ぁ
、
精

神
年
齢
は
８
歳
の
ま
ん
ま
で
す
。

あ
い
か
わ
ら
ず
毎
年
、
自
分
の
誕

生
日
が
来
る
の
を
楽
し
み
に
待
っ

て
ま
す
。

オ
オ
ヨ
ド
カ
ワ
ゴ
ロ
モ
は
、

平
成
11
年
に
新
種
と
し

て
発
表
さ
れ
た
カ
ワ
ゴ
ケ
ソ
ウ

科
の
植
物
で
、
小
林
市
の
岩
瀬

川
の
み
に
生
息
し
て
い
る
固
有

種
で
す
。
見
た
目
に
は
岩
場
に

張
り
付
い
た
コ
ケ
と
見
間
違
え

る
く
ら
い
の
姿
を
し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、
岩
瀬
川
を
含
む

大
淀
川
流
域
に
広
く
生
息
し
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
昭
和
30
年

代
以
降
次
々
に
建
設
さ
れ
た
ダ

ム
や
生
活
排
水
な
ど
が
川
に
流

れ
込
む
こ
と
に
よ
る
環
境
の
変

化
の
た
め
、
生
息
地
域
は
急
激

に
減
少
し
、
現
在
は
岩
瀬
川
の

ご
く
限
ら
れ
た
場
所
で
し
か
見

ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。｢

ご

く
近
い
将
来
に
お
け
る
絶
滅
の

危
険
性
が
極
め
て
高
い
種
（
環

境
省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
：

絶
滅
危
惧
Ｉ
Ａ
）｣

に
指
定
さ

れ
た
植
物
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
希
少
植
物
を
保

護
し
て
い
く
た
め
に
は
、
河
川

の
環
境
を
良
く
し
て
い
く
こ
と

が
か
か
せ
ま
せ
ん
。
毎
年
こ
の

時
期
に
オ
オ
ヨ
ド
カ
ワ
ゴ
ロ
モ

の
生
育
環
境
を
守
る
た
め
、
河

川
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
希
少
植
物
を
守
る

活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
清

掃
活
動
当
日
は
、
宮
崎
県
植
物

研
究
会
に
よ
る
解
説
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
知
ら
せ
（
27

ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

文化の足跡
ＴＲＡＣＥＳ

守ろう！希少植物「オオヨドカワゴロモ」
Vol.60

１昨年の河川清掃ボランティアの様子２岩肌に粒々
が見えるのがオオヨドカワゴロモ３ 拡大したオオ
ヨドカワゴロモ

１

２３

教育委員会 ■学校教育課 ℡ 23-0424 ■社会教育課 ℡ 22-7912

ＳＰＯＲＴＳ

　

三
松
中
学
校
で
は
、
生
徒
会

を
中
心
に
『
三
松
魂　

胸
に
し

て
燃
や
せ　

そ
の
夢
叶
う
ま
で
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
学
校
行
事

へ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
秋
の
体
育
大
会
で
は
、
雨

天
の
中
、
ど
ろ
ん
こ
に
な
り
な

が
ら
、
全
員
で
取
り
組
ん
だ
組

体
操
。
男
子
生
徒
が
行
う
８
段

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
女
子
生
徒
の
７

段
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
ど
ち
ら
も
集

中
し
、
精
神
を
研
ぎ
澄
ま
さ
な

け
れ
ば
で
き
な
い
技
を
見
事
に

成
功
さ
せ
、
多
く
の
人
に
感
動

を
与
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
文
化
発
表
会
で
は
、

２
年
生
が
、
小
林
市
唯
一
の
神

楽
で
あ
る
岩
戸
神
楽
を
地
域
の

人
の
支
え
に
よ
り
、
今
年
も
美

し
い
舞
い
を
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
で
も
、全
学
年
が
朝
・
昼
休
み
・

放
課
後
に
と
自
主
的
に
練
習
し
、

ど
の
学
級
も
心
を
ひ
と
つ
に
素

晴
ら
し
い
歌
声
を
響
か
せ
ま
し

た
。
そ
の
他
の
学
校
行
事
に
も

生
徒
全
員
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
生
徒
会
で
は
、
昨

年
度
か
ら「
凡
事
徹
底
」を
掲
げ
、

各
委
員
会
目
標
を
立
て
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
特
に
、
あ
い
さ
つ

で
は
、
立
ち
止
ま
っ
て
あ
い
さ

つ
を
心
が
け
て
お
り
、
み
ん
な

が
明
る
い
学
校
生
活
を
送
っ
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
、

約
八
ヶ
月
間
で
２
万
個
、
11
人

分
の
ワ
ク
チ
ン
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
地
域
の
方
か
ら

も
、
生
徒
が
投
稿
し
た
宮
日
新

聞
の
記
事
を
見
て
、
キ
ャ
ッ
プ

の
回
収
に
協
力
し
た
い
と
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校
で
の

取
組
が
地
域
に
も
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地

域
に
根
差
し
た
学
校
を
目
指
し
、

小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
取

り
組
ん
で
い
き
、
地
域
に
愛
さ

れ
る
学
校
に
な
る
よ
う
こ
れ
か

ら
も
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
。

ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ
伝統継承・伝統創造

監督 今
い ま む ら ひ で あ き

村英明（西小林中教諭）・古
ふ る ぞ の

園譲
じ ょ う じ

二（小林 jr アスリート） コーチ 横
よ こ や ま よ し か ず

山美和（小林高校教諭）・上
う え の

野ゆかり（細野コスモス
アスリート）・井

い で

手春
は る よ し

好（南九州畜産センター）・楠
く す も と

本将
ま さ お

夫（小林小教諭） 小学生男子 富
と み や ま

山光
ひかる

（細野小）・松
ま つ だ

田佳
よ し き

樹（小林小）・
森
も り お か

岡騎
な い と

士（東方小）・大
お お む た

牟田海
か い と

斗（西小林小）・宮
み や う ち

内宏
こ う き

綺（南小）・石
い し ば し

橋洸
こ う き

希（永久津小）小学生女子 宮
み や お

尾咲
さ き ら

蘭（細野小）・芝
し ば は ら

原
菜
な つ き

月（栗須小）・小
こ ぼ り

堀早
さ や か

也佳（南小）・川
か わ さ き

崎珠
し ゅ り

梨（小林小）・原
は ら だ

田紗
さ き

希（同）・藤
ふ じ た

田あい（紙屋小）中学生 手
て し ま

嶋杏
きょうすけ

丞（西小林中）・
横
よ こ い

井光
こ う た ろ う

太郎（野尻中）・山
や ま ぐ ち

口遥
は る き

生（小林中）・柳
や な ぎ た

田光
み つ ま さ

優（同）・山
や ま ぐ ち

口大
だ い ち

智（同）・加
か と う

藤勇
は や と

人（同） 高校生 轟
と ど ろ き

木亜
あ と う

問（小林高）・廣
ひ ろ す え

末
卓
すぐる

（同）・上
か み べ っ ぷ

別府希
き い ち

一（同）・吉
よ し む ら

村晃
こ う せ い

世（同）・土
つ ち や

屋隼
し ゅ ん き

己（同）・川
か わ そ え

添杏
き ょ う た

太（宮崎日大高） 一般 新
し ん

涼
り ょ う た

汰（順天堂大）・奥
お く む ら

村隆
り ゅ う た

太（大
分東明高教諭）・川

か わ ち

内亮
り ょ う た

太（専門学生）・斉
さ い と う た か の り

藤貴憲（小林市役所）・松
ま つ も と じ ゅ ん や

元潤也（西諸広域消防）・松
ま つ お

尾寛
ひろし

（えびの自衛隊）・斉
さ い と う

藤康
や す し

志（小
林市役所）・大

お お や ま

山和
か ず ひ こ

彦（㈱三共）・古
ふ る み ち

道昭
あ き の り

式（国分自衛隊）・下
し も つ さ

津佐善
よ し ふ み

文（会社員）・橋
は し み つ こ う い ち

満光一（自営業）・種
た ね だ

田昇
のぼる

（同）

第５回宮崎県市町村対抗駅伝競走大会

１体育大会・組体
操２文化発表会・
神楽３ 生徒会ボ
ランティア活動 

１２

３

　第５回宮崎県市町村対抗競
走大会に今年も小林から２
チームが出場を予定していま
す。12 月６日には、１回目
の合同練習会を実施。選手ら
は優勝を誓いました。今村英

明監督は「昨年の２位は悔し
かった。今年は、プレッシャー
に負けず誰よりも楽しんで走
り優勝を目指す」と話してい
ました。今月号では、出場予
定のメンバーを紹介します。

市町村対抗駅伝の出場メンバー決定
誰よりも楽しんで走り優勝を目指す

メンバー紹介（敬称略・所属）

【お詫びと訂正】1月号のSPORTSで掲載した、「日体大1年堀慎之介」さんは、「日体大３年」の誤りでした。
　　　　　　　また、「永迫竜也さん」は「永迫竜矢さん」の誤りでした。訂正してお詫び申し上げます。

三松中学校



  

こばなび でかけたくなる情報が満載！今月の 天空の羅針盤　イベント情報

天空の羅針盤

Ｋｏｂａｎａｂｉ

文化会館

お知らせ：新年は４( 日 ) からの開館。今月の観望会は毎週土・日の夜１９時～、２０時～、２１時～。休館は毎週火曜。

イベント情報

文化会館　℡ 23‐7400
▼平成２７年１月１１日（日）  大ホール
　平成２６年度小林市文化会館自主文化事業
　「音楽の絵本　ＪＩＶＥ」
●出演＝ズーラシアンブラス・弦うさぎ・サキソフォッ
　　　　クス
●内容＝ズーラシアンブラスのクラシックコンサート
●時間＝開場 13:30　開演 14:00
●入場料＝一般　2 千円（当日 2,500 円）、子ども（3
　　　　　　　　歳～ 18 歳まで）千円（当日 1,200 円）
※ 2 歳以下の場合、保護者 1 名につき、子ども 1 名ま
　でひざ上鑑賞無料。（座席を必要とする場合は有料・
　子ども料金）
※前売券が完売した場合、当日券はあり
　ません。
※全席指定席
●主催＝市・市教育委員会

▼平成２７年１月２４日（土）  小ホール
平成２６年度小林市文化会館自主文化事業

「清塚信也　ピアノリサイタル」
●時間＝ 開場　18：00　開演　18：30　
●入場料＝一般　3 千円（当日 3,500 円）
　　　　　小中高生 1 千円（当日 1,500 円）　
※前売券が完売した場合、当日券はありません。
※全席指定席
●主催＝市・市教育委員会
共通事項
●チケット取扱い・問い合わせ先
　小林市文化会館　
　℡ 0984-23-7400
　9 時～ 17 時
※駐車場が混雑する場合がありますの
　で乗り合わせの上おこしください。

今年の展望 問：北きりしまコスモドーム　℡ 27 ｰ 2468

休館日：【文化会館】毎週月曜（祝祭日の場合は翌日）
　　　　年末年始 12 月 28 日～ 1 月４日

新
し
い
年
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
気
持
ち
を
新
た

に
今
年
も
小
林
市
で
星
の
美
し

い
夜
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
よ

う
に
…
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
年

初
め
に
当
た
り
、
注
目
の
天
文
イ

ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
見
ら
れ
た
皆
既

月
食
は
３
年
ぶ
り
の
現
象
で
、
皆

既
中
の
赤
銅
色
の
魅
力
的
な
色

が
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
年
は
早
く
も
４
月
４
日
に

見
ら
れ
ま
す
。
皆
既
中
に
太
陽
の

光
が
地
球
の
大
気
中
を
通
過
す

る
と
き
に
赤
い
色
が
曲
げ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
月
を
照
ら
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
独
特
な
鈍

い
赤
色
に
輝
く
の
で
す
が
、
こ
の

色
、
皆
既
月
食
の
度
に
異
な
る
こ

と
が
判
っ
て
い
ま
す
。
次
回
は
ど

ん
な
色
合
い
で
迫
っ
て
来
る
の

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
地
球
の
丸

い
影
が
月
の
上
を
動
い
て
行
く

と
き
に
地
球
の
大
き
さ
を
実
感

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
楽

し
み
が
膨
ら
み
ま
す
。

　

流
星
群
は
好
条
件
の
年
。
８
月

の
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
、
12
月
の
ふ
た

ご
座
は
、
例
年
の
１
・
５
倍
～
２
倍

程
度
の
流
れ
を
予
想
し
て
い
ま
す

し
、
何
よ
り
も
両
方
の
群
と
も
月

明
か
り
の
影
響
が
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
観
望
に
は
う
っ
て
つ
け
で
す
。

　

望
遠
鏡
で
眺
め
る
と
目
が
釘

付
け
に
な
る
惑
星
は
火
星
が
お

休
み
の
年
に
な
り
ま
す
が
、木
星
・

金
星
・
土
星
は
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

木
星
は
年
初
め
か
ら
初
夏
に
か

け
て
、
土
星
は
初
夏
か
ら
初
秋
に

か
け
て
、
金
星
は
晩
冬
か
ら
夏
場

に
か
け
て
夜
空
を
飾
り
ま
す
。
３

惑
星
が
同
時
に
楽
し
め
る
時
や
、

西
側
で
月
と
惑
星
、
あ
る
い
は
惑

星
同
士
が
集
ま
っ
て
見
え
る
機

会
も
あ
り
ま
す
。
初
秋
ま
で
の
長

期
に
渡
っ
て
主
役
が
移
り
変
わ

り
な
が
ら
魅
せ
ま
す
の
で
こ
ち

ら
も
注
目
で
す
ね
。

星
図
／
文
：
東　

修
一

日暮れの美しい瞬間

　

こばなびでかけたくなる情報が満載！ 今月のおでかけガイド　図書館情報

毎週土曜は新刊本の入荷日です。
小林市立図書館

Ｋｏｂａｎａｂｉ

問：22‐７９１３

図書館からのお知らせ

Ｋｏｂａｎａｂｉ

毎週土曜は新刊本の入荷日です。

◆今月のおすすめ
～一般書籍～

◆今月のおすすめ
～一般書籍～

◆今月の一冊
～一般書籍～

『鹿の王（上・下）』
著者：上橋 菜穂子

発行：KADOKAWA

『泣き虫弱虫諸葛孔明 第四部』
著者：酒見 賢一
発行：文藝春秋

◆今月のおすすめ
～一般書籍～

小林市立図書館

1 月の休館日と開館時間
【本館】1 ～ 5 日と毎週月曜
◆開館時間
9 時～ 19 時
日曜および祝日は 17 時まで

【須木分館・野尻分館】
1 ～ 5 日と毎週月曜・祝日
◆開館時間
・須木：９時～ 17 時
・野尻：10 時～ 18 時 30 分
　　　※日曜は 17 時まで

『狂信者』
著者：江上 剛
発行：幻冬舎

　

『大人の男の遊び方』
著者：伊集院 静
発行：双葉社

◆今月のおすすめ
～児童書～

図書館からのお知らせ

受験生応援コーナー
　受験、就職、新たなスタートを迎
える準備におすすめの本を紹介して
います。

特別整理期間による閉館のご案内
◆期間：２月１日（日）～１０日（火）
※図書館蔵書点検のため、３館とも
　閉館します。２月１１日（水）か
　ら皆様のご来館をお待ちしており
　ます
●問
・図書館カウンターまたはお電話

（２２－７９１３）で。

『おばあちゃんのななくさがゆ』
作・絵：野村 たかあき

発行：佼成出版社

な
な
く
さ
が
ゆ
を
食
べ
て

１
年
の
健
康
を
願
い
ま
す

厳
し
い
世
界
で
暖
か
く
他
者
を
支
え
合

い
生
き
る
人
々
の
物
語

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
ぴ
っ
た

り
の
あ
ま
～
い
企
画
。
地

元
の
お
店
が
一
体
と
な
っ
て
作
り

上
げ
た
こ
の
企
画
は
５
０
０
円（
３

枚
つ
づ
り
）
で
ス
イ
ー
ツ
が
食
べ

ら
れ
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
を
購
入
し
、

市
内
10
店
舗
の
中
か
ら
３
店
舗
を

選
び
、
チ
ケ
ッ
ト
１
枚
と
各
店
舗

が
オ
ス
ス
メ
す
る
ス
イ
ー
ツ
と
引

き
換
え
ら
れ
ま
す
。
好
き
な
お
店

の
オ
ス
ス
メ
を
食
べ
て
も
良
し
、

気
に
な
っ
て
い
た
お
店
に
こ
れ
を

機
会
に
足
を
運
ん
で
み
る
も
良
し
。

お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
で
甘
い
ひ
と

と
き
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

■
期
間

　

3
月
31
日
（
火
曜
）
ま
で

■
参
加
店
舗
（
10
店
舗
）

　

花
の
駅
生
駒
高
原
、ギ
ャ
ラ
リ
ー

カ
フ
ェ
シ
ャ
ポ
ー
、
ア
ン
デ
ル
セ

ン
、
ａ 

ｌ
ａ 

ｍ
ａ
ｉ
ｎ
、
南
国

屋
今
門
、
三
八
堂
、
い
ち
ご
の
丘
、

す
き
特
産
、
道
の
駅
ゆ
～
ぱ
る
の

じ
り
、
お
菓
子
の
国
た
ん
ぽ
ぽ

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

　

市
観
光
協
会
、
野
尻
観
光
案
内

所
（
の
じ
り
こ
ぴ
あ
内
）、
右
記
参

加
店
舗

■
注
意
事
項

・
チ
ケ
ッ
ト
1
店
舗
に
つ
き
1
枚

　

の
み
利
用
で
き
ま
す

・
チ
ケ
ッ
ト
の
返
金
は
で
き
ま
せ

　

ん
の
で
、
有
効
期
限
内
に
ご
活

　

用
く
だ
さ
い

・
詳
し
く
は
観
光
協
会
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
確
認
く
だ
さ
い

■
問

・
観
光
協
会

　

℡
22
‐
８
６
８
４

こ
ば
や
し
ス
イ
ー
ツ
＆
フ
ル
ー
ツ
め
ぐ
り

おでかけガイド こばやしスイーツ＆フルーツめぐり

こ
の
チ
ケ
ッ
ト
と
交
換
で

き
ま
す
！
私
も
、
い
た
だ

き
ま
ー
す
♪

甘
く
て
お
い
し
い
ス
イ
ー

ツ
が
、
５
０
０
円
で
３
つ

も
食
べ
ら
れ
ま
す
よ
！

と
っ
て
も
あ
ま
～
い
新
企
画
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①すくすく（3 歳未満）…お
子さんの写真に名前、ふりが
な、性別、誕生日、コメント（40
字以内）、住所、保護者名を添
えて送付ください。
※すぐには掲載できない場合
　があります。
②よもやまトーク…広報紙の
感想や最近思うこと。短歌や
俳句、イラストや写真など。
③疑問質問Ｑ＆Ａ…わからな
いことやちょっとした疑問、
気付いたことなど。
※いずれも氏名・住所・連絡
先を記入ください。左頁の広
報クイズにもレッツトライ !!

四
方
山
話

このコーナーでは読者の皆

さんからのお便りや投稿を

お待ちしています。ハガ

キ、ＦＡＸ、Ｅメールなど

ふるってご参加ください。

  よ　も　や　ま　ト　ー　ク

四方山話

24

神
の
旅
鐡
打
つ
響
と
そ
の
匂
い　

小
林
合
歓
の
会　

藤
林 

伸
岳

遺
句
抄
の
縁
の
薄
き
膝
毛
布　

小
林
合
歓
の
会　

海
蔵 

由
喜
子

早
々
と
初
手ち

ょ
う
ず水
先
ず
供仏

前え
か
ら
／
旭初

日
の
出日
に
希
望
は
踊季

語る
大お

お
や
し
ま

八
洲　

真
方　

上
久
保 

年
治

小
林
の
住す

み
び
と人
と
な
り
半
世
紀
自
然
や
人
情
し
あ
わ
せ
に
あ
り　

柳
田 

俊
子

東
京
の
妹
の
孫
は
寺
庭
の
公い

ち
ょ
う

孫
樹
葉
散
る
を
手
に
す
く
ひ
を
り　

坂
上 

正
子

新
春
の
二
歳
と
な
り
し
初は

つ
ひ
ま
ご

曾
孫
軽
い
足
取
り
拝お

が

み
た
き
か
な　

加
藤 

民
應

た
だ
一
つ
楽
し
む
晩
酌
片
づ
け
は
俺
が
や
る
よ
と
言
い
く
る
る
孫　

ゆ
う
す
げ
の
会　

木
佐
貫 

久
江

秋
の
空
高
く
澄
み
た
る
神か

ん
な
づ
き

無
月
み
の
り
の
季と

き

の
足
早
に
過
ぐ　

ゆ
う
す
げ
の
会　

前
満 

英
子

霜
の
朝
椿
木
陰
に
赤
あ
か
と
小
鳥
し
ら
ぬ
か
千
両
の
実　

野
尻
町
三
ケ
野
山　

山
茶
花

　広報クイズ

８ ６８ ８ ０５ １お手数です

が 52 円切

手をお貼り

下さい

小林市役所 企画政策課

広報こばやし編集室　行

ご氏名
フリガナ

ご住所
（イニシャルまたはペンネームも記入ください）

興味を
持った
コーナー
３つ

クイズの答

電話 （　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

①

②

③

P O S T　C A R D ←
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
官
製
は
が
き
で
も
可
）。
お
便
り
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　人のうごき（小林市の人口）

（広報こばやし№106　2015.1 月号）

人口
男
女

世帯数 １９，８５０世帯
平成 26 年 12 月１日現在現住人口　　　　（前月比、前年同月比）

現住人口：国勢調査人口（平成 22 年 10 月 1 日現在に実際に居住している人

口）を元に、その後の転入・転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

４６，８４６人
２１，８５０人
２４，９９６人

（＋２２、＋１３）

（＋９、－４７９）
（－４、－２１２）

（＋１３、－２６７）
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問題：抽選で宮崎牛や太陽のタマゴなどがあたるキャ
ンペーンを実施中。「小林市ふるさと〇〇」。

【ヒント：５ページから探してください】
　クイズの答・興味を持ったコーナー３つ・感想・住所・
氏名・電話番号を明記して応募してください。今月は、
図書カードを抽選で 10 人にプレゼント。

【締切】１月 19 日（月曜）

〔当日消印有効〕応募は一人１枚まで。12 月号のクイズの答
えは「てなんど」でした。抽選の結果、正解者の 10 人に景
品を贈りました。
※プレゼントを提供くださる方も募集しています。

【宛先】〒 886-8501（住所不要）小林市企画政策課広報
FAX：２５－１０３７　E-mail：info@city.kobayashi.lg.jp

　

昨
年
の
11
月
23
日
は
、
こ
ば
や
し
「
秋

ま
つ
り
」
で
あ
り
、「
冬
ま
つ
り
」
の
開

催
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
点
灯
と
と
も
に
「
冬
ま
つ
り
」

に
切
り
替
わ
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
昼
は
宮
崎
牛
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
食
べ
物
に
舌
鼓
を
打
ち
、
夜
は
き

ら
び
や
か
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
下
で

の
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
、
関
東

か
ら
来
た
友
人
カ
ッ
プ
ル
も
大
満
足
な
様

子
で
し
た
。
私
と
し
て
も
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
装
飾
を
お
手
伝
い
し
た
こ
と

も
あ
り
、
点
灯
の

瞬
間
は
感
慨
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
市
内
各
地
、

１
月
10
日
ま
で
輝

き
は
続
い
て
い
ま

す
。

　

あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
宮
崎
に
来

て
2
回
目
の
お
正

月
を
迎
え
ま
す
。

協
力
隊
の
活
動
も

２
年
目
に
入
り
、

毎
日
飛
び
回
っ
て
日
々
に
追
わ
れ
て
い
ま

す
。
11
月
は
都
城
（
観
音
池
）
の
コ
コ
ク

ラ
マ
ル
シ
ェ
、
鹿
児
島
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ（
ド
ル
フ
ィ
ン
ポ
ー
ト
前
広
場
）

に
、
Ｋ
Ｃ
Ｋ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
出
店
し
、
休

み
の
無
い
日
々
で
し
た
が
体
調
崩
す
こ
と

も
無
く
、
楽
し
く
が
ん
ば
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
同
時
に
こ
ば
や
し
の
農
産
物
を

使
っ
た
加
工
品
開
発
も
佳
境
に
入
っ
て
お

り
、
県
の
食
品
開
発
セ
ン
タ
ー
の
支
援
を

頂
き
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
販
売
ま
で

あ
と
少
し
！

こばやしに移り住んで
２度目の冬を迎えまし
た。少し寒さにも慣れ
てきました。

18 日（日）の宮崎オー
ガニックフェスティバ
ル（フローランテ宮崎）
で初お披露目！ぜひ遊
びに来てください！

松
ま つ せ

瀬 健
け ん じ

治 隊員

田
た ぢ

地 祐
ゆうぞう

造 隊員

先
日
、
夫
の
忘
年
会
が
市
内
で
あ

り
、
車
で
迎
え
に
行
く
途
中
、

時
間
が
あ
っ
た
の
で
小
林
駅
前
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
見
に
行
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
ま
る
で
光
の
シ
ャ
ワ
ー
の
よ
う

で
感
激
し
ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
を
作
ら

れ
た
方
達
に
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
に

な
り
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
Ｍ
＝
野
尻
町
東
麓
）

　

小
林
、
野
尻
、
須
木
そ
れ
ぞ
れ
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
実
行
委
員
会
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
電
飾
の
設
置
な
ど
を
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
の
協

力
な
し
に
は
小
林
の
冬
の
風
物
詩
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
美
し
い
光
の

輝
き
の
裏
に
は
、
美
し
い
人
の
心
が
あ

る
ん
で
す
ね
。

●

広
報
こ
ば
や
し
を
読
み
、
出
の
山

公
園
の
ホ
タ
ル
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
に
守
ら
れ
て
い
る
ん
だ
な
ぁ

と
言
う
事
を
知
り
ま
し
た
。
ホ
タ
ル
の

命
は
１
カ
月
…
。
短
い
命
で
す
が
、
そ

の
命
を
守
る
た
め
、
住
み
や
す
い
場
所

を
作
っ
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ホ
タ
ル
は
、
私
た
ち
に
感
動
、
喜
び
、

元
気
（
勇
気
）
を
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
っ
と
ホ
タ
ル
が
増
え
る
よ
う
な
環

境
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
さ
ん
、
毎
年
あ
り
が
と
う
！

（
ラ
ラ
さ
ん
＝
南
に
仕
方
）

　

ホ
タ
ル
は
小
林
の
宝
で
す
。
ラ
ラ
さ

ん
の
よ
う
な
思
い
の
人
が
増
え
れ
ば
増

え
る
ほ
ど
、
そ
の
輝
き
を
守
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、

出
の
山
に
ご
み
を
捨
て
な
い
。
ご
み
を

見
か
け
た
ら
拾
う
な
ど
。
小
さ
な
こ
と

か
ら
で
も
い
い
の
で
、
皆
で
ホ
タ
ル
を

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

●

小
林
人
、
紙
屋
中
の
映
画
制
作
を

知
り
ま
し
た
。
市
内
で
の
映
画

鑑
賞
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
（
Ｓ
・
Ａ
さ
ん
＝
細
野
）

　

現
在
、
紙
屋
中
の
自
主
制
作
映
画
の

上
映
会
の
予
定
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま

せ
ん
。
心
温
ま
る
お
話
で
す
の
で
、
機

会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
上
映
会
を
し
た
い
で

す
ね
。

●

毎
月
、
い
ろ
ん
な
情
報
あ
り
が
と

う
ご
ま
し
た
。
来
年
も
楽
し
み

に
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
す
。
お
疲
れ
様

で
し
た
。（
花
み
ず
き
さ
ん
＝
南
西
方
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
昨
年
１
年
間
、
広
報
紙
を
読
ん
で

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
年
は
、
昨
年
以
上
の
も
の
を
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
お
届
け
で
き
る
よ
う

担
当
者
一
同
が
ん
ば
り
ま
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。



P O S T　C A R D

感想や叱咤激励、疑問・質問などお寄せください。

環霧島コーナー
環霧島会議とは、霧島山を取り巻く宮崎・鹿児島両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し、地域活性化を図っています。

226
※お知らせの内容はホームページでもご覧になれます。http://www.city.kobayashi.lg.jp
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「
子
供
の
頃
は
眺
め
る
だ
け
の
山
々

だ
っ
た
が
、
今
で
は
一
番
の
遊
び
場

に
な
っ
て
い
る
。」

高
原
町
役
場
に
勤
め
る
内
村
秀
次
さ

ん
は
、
そ
う
語
り
ま
す
。

　

霧
島
連
山
の
写
真
を
撮
り
始
め
て

20
年
以
上
。

こ
れ
ま
で

に
霧
島
連

山
や
自
然

を
題
材
と

し
た
写
真

集
を
出
版

し
、
数
々

の
賞
を
受

賞
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
４
年
前
の
平
成
23
年
１
月

に
は
、
役
場
の
防
災
担
当
と
し
て
、

初
め
て
目
に
す
る
新
燃
岳
の
大
噴
火

も
カ
メ
ラ
に
収
め
る
事
が
で
き
ま
し

た
。

　

幼
い
頃
か
ら
、
家
か
ら
は
霧
島
を

一
望
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
霧
島
を
被
写
体
と
し
て
意
識
す

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
学
卒
業

後
に
北
海
道
や
ペ
ル
ー
に
撮
影
旅
行

に
行
っ
て
か
ら
。
そ
れ
以
来
、
文
字

通
り
霧
島
に
の

め
り
込
ん
だ

日
々
が
続
き
ま

し
た
。
撮
影
で

関
わ
る
一
方
、

役
場
職
員
と
し

て
防
災
に
も
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
結
婚
式

も
霧
島
の
山
中

で
し
ま
し
た
。

昔
に
較
べ
る
と
、
撮
影
の
た
め
霧
島

に
分
け
入
る
回
数
も
少
な
く
な
っ
た

が
、
そ
れ
で
も
霧
島
へ
の
興
味
が
尽

き
る
事
は
な
く
、
次
に
向
け
て
色
々

な
構
想
が
湧
き
出
し
て
い
ま
す
。

眺
め
る
山
か
ら
撮
る
山
へ

山
と
の
つ
な
が
り

第 14 回山ヶ野ウォーキング大会

●日時＝３月１日（日）８時３０
分～ 16 時●場所＝丸岡公園～横
川町山ヶ野地区●申・問＝実行委
員会（℡ 0995-64-6833）
※申込締切が１月３１日（土）
　までです

環霧イベント

環霧イベント

EVENT

EVENT 【霧島市】

早春の 3 月、金山史跡とふるさとの香りを味わいな
がらウォーキングを楽しんでいただきます。

京町二日市

●内容＝京町温泉駅前から約 2
㌔が歩行者天国となり、植木や特
産品などの露店が並びます●日時
＝ 1 月 31 日（土）、2 月 1 日（日）
●場所＝京町温泉駅前通り●問＝
えびの市商工会（℡ 35-1544）

【えびの市】

90 年余りの歴史がある南九州最大の買い物市。約 450
店の露店が並び毎年約20万人の買い物客でにぎわいます。

　

小
林
市
病
院
企
業
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本

国
籍
を
有
し
な
い
者
、
そ
の
他
地

方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
る
欠
格

事
項
に
該
当
す
る
者
は
受
験
で
き

ま
せ
ん
。
な
お
、
合
格
時
の
採
用

は
平
成
27
年
５
月
１
日
付
と
い
た

し
ま
す
。

◆
日
程　

３
月
８
日
（
日
曜
）

◆
試
験
区
分
（
採
用
人
数
）・
受

　

験
資
格

　

試
験
は
次
の
区
分
ご
と
に
行
い

ま
す
が
、
希
望
す
る
職
種
の
い
ず

れ
か
一
つ
の
み
受
験
で
き
ま
す
。

な
お
、
申
込
締
切
後
は
、
試
験
区

分
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
薬
剤
師

　

昭
和
44
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
薬
剤
師
の
資
格
を
有

す
る
人
ま
た
は
平
成
26
年
度
の
国

家
試
験
で
資
格
取
得
見
込
み
の
人

▼
看
護
師
Ａ

　

昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
の
資
格
を
有

す
る
人
ま
た
は
平
成
26
年
度
の
国

家
試
験
で
資
格
取
得
見
込
み
の
人

▼
看
護
師
Ｂ

　

昭
和
51
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
の
資
格
を

有
し
資
格
取
得
後
に
5
年
以
上
の

臨
床
経
験
が
あ
る
人

※
採
用
予
定
は
看
護
師
Ａ
・
Ｂ
合

　

わ
せ
て
10
人
程
度

▼
作
業
療
法
士
（
若
干
名
）

　

昭
和
51
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
作
業
療
法
士
の
資

格
を
有
し
、
資
格
取
得
後
に
５
年

以
上
の
臨
床
経
験
が
あ
る
人

※
臨
床
経
験
と
は
、
病
院
な
ど
に

　

勤
務
し
、
看
護
師
も
し
く
は
作

　

業
療
法
士
の
実
務
に
従
事
す
る

　

こ
と
を
言
い
ま
す

◆
受
付
期
間

　

１
月
19
日
（
月
曜
）

　
　

～
2
月
13
日
（
金
曜
）

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
祝
日
は
除
く

※
郵
送
は
２
月
13
日
（
金
曜
）
必
着

◆
試
験
会
場

　

市
立
病
院
会
議
室

◆
受
験
申
込
書
交
付

　

受
験
申
込
書
は
、
市
立
病
院
事

務
部
（
2
階
）
で
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
郵
送
請
求
の
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
「
採
用
試
験
受
験
申
込

書
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
１
４
０

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返

信
用
封
筒
（
角
２
号
24
㌢
×
33
・

２
㌢
）
を
必
ず
同
封
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
験
申
込
書
は
小
林
市
立

病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
申
込
手
続

　

次
の
書
類
を
市
立
病
院
に
提
出

く
だ
さ
い
。
①
～
⑥
に
不
備
が
あ

る
場
合
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

①
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書（
受

　

験
票
・
写
真
票
含
む
）

②
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

③
各
試
験
区
分
で
、
必
要
な
資
格

　

を
取
得
す
る
た
め
の
学
校
の
卒

　

業
証
書
の
写
し
ま
た
は
卒
業
証

　

明
書
（
平
成
26
年
度
の
国
家
試

　

験
で
資
格
取
得
見
込
み
の
薬
剤

　

師
、
看
護
師
Ａ
は
卒
業
見
込
証

　

明
書
）

④
資
格
証
の
写
し
（
平
成
26
年
度

　

の
国
家
試
験
で
資
格
取
得
見
込

　

み
の
薬
剤
師
、
看
護
師
Ａ
は
受

　

験
申
込
書
の
「
説
明
」
欄
に
そ

　

の
旨
を
記
載
く
だ
さ
い
）

⑤
看
護
師
Ｂ
と
作
業
療
法
士
は
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
取
得
後
の
勤

　

務
期
間
を
確
認
で
き
る
証
明
書

　
（
勤
務
先
が
複
数
に
ま
た
が
る

　

場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
証
明

　

書
）
を
提
出
く
だ
さ
い
。

⑥
写
真
（
受
験
申
し
込
み
3
ヶ
月

　

以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
上
半
身

　

正
面
向
き
縦
6
㌢
×
横
４
・
５

　

㌢
の
も
の
を
写
真
票
に
添
付
）

◆
そ
の
他

　

詳
細
は
、
市
立
病
院
ま
で
問
い

合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問

・
小
林
市
立
病
院
事
務
部

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
３

　

小
林
市
細
野
２
２
３
５
番
地
3

　

℡
23
‐
４
７
１
１

▼▼

募　

集

平
成
26
年
度
小
林
市
病

院
企
業
職
員
採
用
試
験

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０１5 年　1 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ

もっと野菜を食べよう！
どうしても不足しがちなのが野菜。野菜
不足は、様々な体調不良につながります。

1 日に食べる野菜の例

●問・健康推進課　℡ 23‐0323

　世界でも珍しい植物「オオヨドカワゴロモ」の保護
清掃活動を行います。オオヨドカワゴロモは、平成
11 年に新種記載された植物で、岩瀬川のみに生息し
ている固有種。平成20年3月に県指定となりました。
◆日時　1 月 24 日 ( 土曜 )　9 時 30 分～
◆集合場所　
　旧岩瀬橋から市清掃工場方面へ 150 ㍍程先の広場
◆申込方法　電話で申し込みください。
◆申込締切　1 月 16 日　（金曜）
◆持ってくるもの
　雨靴、ゴム手袋、竹ぼうき・デッキブラシなど古コ
ケをはがす道具
◆注意事項
　雨天または、前日までに雨で増水している場合は中止。
●申・問・社会教育課　℡ 22-7912

「オオヨドカワゴロモ」
河川清掃ボランティア

　募　集

ひじき
の煮物

冷やし
トマト

ホウレン草
のおひたし

かぼちゃ
の煮物

具だくさん
の味噌汁

きのこの
バター炒め

※ 1 日５～ 6 皿、350 ㌘の野菜を

　食べるようにしましょう

　

霧
島
を
囲
む
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
に
は
、「
お
い
し
い
食
べ
物
」「
美
し
い
景
色
」「
個
性
豊
か
な
人
」

な
ど
多
く
の
魅
力
で
溢
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
う
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち
に
あ

る
「
霧
島
に
関
係
す
る
魅
力
的
な
人
や
も
の
」
を
紹
介
し
ま
す
。

高原町編
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㈱
の
じ
り
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
社

員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
試
験
区
分
・
採
用
人
数	

	

　

事
務
職
（
１
人
）

◆
応
募
資
格

　

昭
和
31
年
４
月
２
日
以
降
の
生

ま
れ
で
、
商
業
簿
記
検
定
２
級
以

上
の
取
得
者
ま
た
は
企
業
会
計
実

務
経
験
者

◆
採
用
予
定
日

　

平
成
27
年
４
月
１
日

◆
受
付
期
間

　

１
月
16
日
（
金
曜
）

　
　

～
２
月
６
日
（
金
曜
）

　

８
時
30
分
～
17
時

※
土
日
祝
日
は
除
く

※
郵
送
の
場
合
、
２
月
６
日
（
金

　

曜
）
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

◆
試
験
日
程

　

２
月
22
日
（
日
曜
）
10
時
～

※
試
験
は
筆
記
（
作
文
）
と
面
接

　

を
行
い
ま
す

◆
試
験
会
場

　

野
尻
庁
舎
大
会
議
室

◆
申
込
書
配
布
・
受
付

　

㈱
の
じ
り
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
事

務
所
、
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

※
電
話
に
よ
る
申
込
書
の
交
付
や

　

送
付
は
行
い
ま
せ
ん

◆
受
験
申
込
手
続

　

次
の
書
類
を
提
出
く
だ
さ
い
。

①
㈱
の
じ
り
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
社

　

員
募
集
申
込
書

②
自
筆
の
履
歴
書

◆
勤
務
時
間

　

８
時
～
17
時

◆
給
与
・
そ
の
他
手
当

　

㈱
の
じ
り
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
の

給
与
規
定
に
よ
る

◆
各
種
制
度

　

年
次
有
休
休
暇
制
度
、
雇
用
保

険
、
社
会
保
険
あ
り

●
申
・
問

・
㈱
の
じ
り
ア
グ
リ
サ
ー
ビ
ス
事

　

務
所

　

℡
44
‐
１
８
５
０

　

市
で
は
、
育
児
の
援
助
を
行
い

た
い
人
と
育
児
の
援
助
を
受
け
た

い
人
と
の
会
員
組
織
と
し
て
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
会
員
募
集
や
養

成
講
座
、
援
助
活
動
の
調
整
な
ど

を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
募
集
し

ま
す
。

◆
雇
用
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日

　
　

～
平
成
28
年
3
月
31
日

※
契
約
更
新
あ
り

◆
募
集
人
員

　

１
人

◆
申
込
資
格

　

市
内
在
住
の
概
ね
30
歳
以
上
の

人
で
、
育
児
に
関
す
る
専
門
知
識

の
あ
る
人

※
保
育
士
、
看
護
師
、
社
会
福
祉

　

士
、
教
員
免
許
の
い
ず
れ
か
の

　

資
格
が
必
要

◆
業
務
内
容

　

会
員
募
集
、
登
録
そ
の
他
の
会

員
組
織
業
務
と
相
互
援
助
活
動
の

調
整
・
助
言

◆
申
込
方
法

　

履
歴
書
と
、
資
格
免
許
の
写
し

を
添
付
し
、
子
育
て
支
援
課
に
郵

送
ま
た
は
持
参
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

　

2
月
20
日
（
金
曜
）
必
着

◆
選
考
方
法

　

履
歴
書
に
よ
る
書
類
審
査
の

後
、
面
接
を
行
う
。

●
申
・
問　
　

・
子
育
て
支
援
課

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

℡
23
‐
１
２
７
８

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１5 年　1 月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
㈱
の
じ
り
ア
グ
リ
サ
ー

ビ
ス
社
員
募
集

小
林
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

「
虹
」
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

◆
対
象
者

　

県
内
在
住
60
歳
以
上
（
昭
和
31

年
４
月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
人

◆
申
込
期
間

　

２
月
２
日
（
月
曜
）

　
　

～
２
月
27
日
（
金
曜
）

◆
開
催
日

　

５
月
17
日
（
日
曜
）

※
ゴ
ル
フ
は
５
月
18
日
（
月
曜
）

◆
競
技
種
目

▼
ス
ポ
ー
ツ
種
目
（
25
種
目
）

　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、ペ
タ
ン
ク
、タ
ー

ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
イ
ン
デ
ィ
ア

カ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
、
弓
道
、

剣
道
、
な
ぎ
な
た
、
武
術
太
極
拳
、

四
半
的
弓
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
ゴ

ル
フ
、サ
ッ
カ
ー
、ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
水

泳
、
卓
球
バ
レ
ー

▼
文
化
種
目
（
２
種
目
）

　

囲
碁
、
将
棋

※
参
加
申
込
書
や
競
技
内
容
、
競

　

技
会
場
な
ど
は
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い

※
参
加
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

と
な
り
ま
す

●
申
・
問

・
長
寿
介
護
課

　

℡
23
‐
１
１
４
０

・
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
48
‐
３
１
１
１

・
野
尻
庁
舎
住
民
生
活
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

・
宮
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
寿

　

社
会
推
進
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
８
５
‐
31
‐
９
６
３
０

　

小
林
高
等
職
業
訓
練
校
で
パ
ソ

コ
ン
未
経
験
者
、
初
心
者
を
対
象

と
し
た
講
座
（
昼
間
講
座
）
と
、

普
段
使
っ
て
い
る
人
を
対
象
と
し

た
講
座
（
夜
間
講
座
）
の
２
講
座

を
開
設
し
ま
す
。

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
4
回
）

◆
時
間

　

10
時
～
12
時

◆
受
講
料　

１
万
円

◆
定
員　

10
人

請
求
書
の
作
成
に
役
立
つ
関
数
・

諸
機
能
講
座
（
全
6
回
）

◆
時
間

　

19
時
～
21
時

◆
受
講
料　

２
万
円

◆
定
員　

６
人

共
通
事
項

◆
募
集
締
切

　

平
成
27
年
2
月
25
日
（
水
曜
）

◆
申
込
方
法

　

市
役
所
ま
た
は
小
林
高
等
職
業

訓
練
校
に
置
い
て
あ
る
申
込
書
に

記
入
の
上
、
小
林
高
等
職
業
訓
練

校
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
両
講
座
と
も
5
人
未
満
の
場
合

　

は
実
施
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ

　

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

●
申
・
問

・
小
林
高
等
職
業
訓
練
校

　

℡
23
‐
６
８
０
０

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
な
ど
で
作
ら
れ
た
製
品
を
展

示
・
販
売
し
、
障
が
い
に
つ
い
て

の
理
解
促
進
を
図
る
た
め
、
福
祉

し
ょ
っ
ぷ
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
程

　

１
月
16
日
（
金
曜
）

　

10
時
～
14
時

※
商
品
が
売
り
切
れ
次
第
終
了

◆
場
所

　

市
役
所
本
庁
舎
正
面
玄
関
前

（
特
設
テ
ン
ト
に
て
）

◆
販
売
品
目

　

ク
ッ
キ
ー
、
パ
ン
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
、
手
工
芸
品
な
ど

◆
次
回
開
催
予
定

　

３
月
20
日
（
金
曜
）

※
詳
細
は
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　
「
水
資
源
の
森
」
を
守
り
、
地

球
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
に
植

樹
祭
を
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

◆
日
程　

　

2
月
7
日
（
土
曜
）

　

９
時
～
12
時

◆
場
所　

　

小
林
市
南
西
方　

巣
ノ
浦
国
有

林
内

◆
準
備
す
る
も
の

　

飲
み
物
、
雨
具

※
作
業
用
具
（
山
ク
ワ
、
軍
手
）

　

と
タ
オ
ル
は
準
備
し
ま
す

◆
服
装

　

作
業
が
で
き
る
服
装
、
動
き
や

す
い
靴
で
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
方
法

　

植
樹
祭
参
加
希
望
と
明
記
の
う

え
、
代
表
者
住
所
、
代
表
者
及
び

参
加
さ
れ
る
方
全
員
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ

キ
、
電
子
メ
ー
ル
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。

※
応
募
し
た
人
に
は
、
案
内
状
を

　

送
付
し
ま
す

◆
申
込
締
切

　

１
月
23
日
（
金
曜
）

※
郵
送
で
の
申
込
は
当
日
消
印
有

　

効
で
す

●
申
・
問

・
農
業
振
興
課

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

℡
23
‐
０
３
３
３

　
　

23
‐
０
３
３
４

　
　

k_nouson@
city.kobayashi.

　
　

lg.jp
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パ
ソ
コ
ン
教
室

▼▼
講
座
・
催
し

モ
ミ
と
ど
ん
ぐ
り
の
森

づ
く
り
植
樹
祭

参
加
者
募
集

第
６
回
福
祉
し
ょ
っ
ぷ

宮
崎
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

２
０
１
５
出
場
選
手

FaxMail
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第
65
回
こ
ば
や
し
駅
伝
競
走
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　

１
月
25
日
（
日
曜
）

◆
中
継
所
・
通
過
予
定
時
刻

・
ス
タ
ー
ト

　

陸
上
競
技
場　

9
時
30
分

・
第
1
中
継
所

　

山
麓
線
側
入
口　

9
時
33
分

・
第
2
中
継
所

　

山
口
水
道
前　

9
時
40
分

・
第
3
中
継
所

　

市
民
体
育
館　

9
時
47
分

・
第
４
中
継
所

　

水
流
迫
公
民
館
入
口　

９
時
53
分

・
第
5
中
継
所

　

茶
磨
川
橋　

9
時
57
分

・
第
6
中
継
所

　

東
方
里
岡
石
油
前　

10
時
07
分

・
第
7
中
継
所

　

向
江
馬
場
バ
ス
停　

10
時
16
分

・
第
8
中
継
所

　

永
久
津
交
差
点
先　

10
時
25
分

・
第
9
中
継
所

　

種
子
田
水
泳
場
先　

10
時
34
分

・
第
10
中
継
所

　

吉
谷
工
業
前　

10
時
41
分

・
第
11
中
継
所

　

西
小
林
出
張
所
前　

10
時
46
分

・
第
12
中
継
所

　

第
11
部
消
防
詰
所
前　

10
時
53
分

・
第
13
中
継
所

　

梅
の
天
神　

10
時
57
分

・
ゴ
ー
ル

　

陸
上
競
技
場　

11
時
01
分

◆
注
意
事
項

※
選
手
走
行
中
は
、
コ
ー
ス
内
へ

　

の
車
両
の
乗
り
入
れ
は
ご
遠
慮

　

く
だ
さ
い

●
問

・
保
健
体
育
課

　

℡
22
‐
７
９
１
１

　

早
春
の
霧
島
連
山
を
右
手
に
、

「
え
び
の
～
小
林
～
高
原
～
都
城
」

の
７
区
間
61
・
25
㌔
の
距
離
が
た

す
き
で
受
け
継
が
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
選
手
へ
の
声
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
日
時　

２
月
１
日
（
日
曜
）

◆
中
継
所
・
通
過
予
定
時
刻

・
ス
タ
ー
ト

　

え
び
の
市
真
幸
地
区
体
育
館
前

　

10
時
00
分

・
第
１
中
継
所

　

え
び
の
市
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
え

び
の
飯
野
店
前　

 

10
時
35
分

・
第
2
中
継
所

　

小
林
市
河
島
木
材
工
業
㈱
前

　

10
時
53
分

・
第
3
中
継
所

　

小
林
市
靴
の
小
笠
原
前

　

11
時
14
分

・
第
４
中
継
所

　

高
原
町
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
工
業
団

地
南
口
前　

11
時
37
分

・
第
5
中
継
所

　

都
城
市
高
崎
町
ロ
ー
ソ
ン
高
崎

大
牟
田
店
前　

12
時
04
分

・
第
6
中
継
所

　

都
城
市
立
志
和
池
小
学
校
前

　

12
時
34
分

・
ゴ
ー
ル

　

都
城
市
役
所
玄
関
前

　

13
時
06
分

●
問

　

都
城
市
役
所
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
６
‐
23
‐
９
５
４
６

　

発
達
障
害
に
関
す
る
世
間
の
理

解
や
関
心
が
広
が
り
、
発
達
障
害

を
抱
え
た
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
家
族
や
支
援
者
へ
の
サ
ポ
ー

ト
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
教
室
で
は「
発
達
障
害
」

に
対
す
る
正
確
な
知
識
を
得
て
、

家
族
と
し
て
の
適
切
な
対
処
方
法

を
学
ん
だ
り
家
族
同
士
が
支
え
あ

う
場
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
将

来
の
進
路
な
ど
で
悩
ま
れ
て
い
る

ご
家
族
へ
の
手
助
け
と
な
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

発
達
障
害
と
生
活
支
援

◆
日
時

　

1
月
29
日
（
木
曜
）

　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

発
達
障
害
と
就
労
支
援

◆
日
時

　

2
月
24
日
（
火
曜
）

　

14
時
30
分
～
15
時
30
分

共
通
事
項

◆
場
所

　

宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

5
階　

視
聴
覚
室

◆
対
象

　

主
に
義
務
教
育
終
了
後
の
発
達

障
害
児
（
者
）
の
家
族
お
よ
び
そ

の
支
援
者

※
発
達
障
害
当
事
者
の
参
加
は
遠

　

慮
く
だ
さ
い

◆
定
員　

40
人
（
予
約
制
）

●
問

・
宮
崎
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
８
５
‐
27
‐
５
６
６
３

　野尻幼稚園では、平成 27 年
度入園児童を募集します。
◆申込受付期間
　1 月 30 日（金曜）まで
◆受付時間
　９時～ 15 時　月曜～金曜
◆申込場所　野尻幼稚園
◆対象
　満３歳児～小学校就学前の児童
※申込は、必ずお子さんと同伴の
　上、印鑑を持参ください
◆入園料・保育料
　現在、調整中です。
●申・問
・野尻幼稚園　℡ 44‐1243

小林市立野尻幼稚園
入園児童募集

　募　集

第
69
回
南
九
州
駅
伝
競

走
大
会

▼▼
保
健
・
福
祉

発
達
障
害
家
族
教
室

費
用
無
料

第
65
回
こ
ば
や
し
駅
伝

競
走
大
会

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０１5 年　1 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
　

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
介
護
を
し
て
い
る
人

の
心
身
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
と
活
力

に
つ
な
げ
る
た
め
、
毎
月
第
2
土

曜
日
に
「
家
族
介
護
者
の
集
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
2
月
は
、

次
の
要
領
で
介
護
技
術
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
介
護
に
関
す
る
質
問

や
悩
み
の
あ
る
人
、
こ
の
機
会
を

ぜ
ひ
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

2
月
14
日
（
土
曜
）
10
時
～
12
時

◆
場
所

　

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　

介
護
予
防
教
室

◆
内
容

 

介
護
福
祉
士
に
よ
る
介
護
技
術

教
室

●
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防

接
種
実
施
医
療
機
関
に
次
の
医
療

機
関
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

◆
医
療
機
関
名

・
大
森
内
科
胃
腸
科

　

小
林
市
堤　

３
１
３
６
番
地
10

　

℡
23
‐
６
１
０
１

●
問

　

健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

　
「
ワ
ハ
ハ
！
」
と
笑
っ
て
長
生

き
し
た
く
な
る
。高
齢
者
に
は「
が

ん
ば
れ
！
」
の
エ
ー
ル
を
送
り
、

若
者
に
は
「
や
が
て
く
る
老
い
へ

の
心
が
ま
え
」
を
説
く
、
ま
む
し

ち
ゃ
ん
こ
と
毒
蝮
三
太
夫
氏
の
講

演
会
を
介
護
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

て
開
催
し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
リ
ー

ダ
ー
の
実
践
報
告
も
あ
り
ま
す
。

元
気
で
長
生
き
す
る
コ
ツ
さ
せ
る

コ
ツ
を
楽
し
く
聞
き
ま
せ
ん
か
。

◆
講
師

　

タ
レ
ン
ト　

毒
蝮
三
太
夫
氏

◆
演
題

　

マ
ム
シ
流
元
気
で
長
生
き
す
る

コ
ツ
さ
せ
る
コ
ツ

◆
対
象
者　

市
内
在
住
の
人

◆
日
程

　

2
月
8
日
（
日
曜
）　

　

13
時
30
分
～
15
時（
開
場
13
時
）

◆
場
所

　

文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
無
料
で
入
場
券
を
配
布

し
ま
す
。
入
場
券
が
な
い
と
入
場

で
き
ま
せ
ん
。
入
場
配
布
場
所
ま

で
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
入
場
券
配
布
場
所

　

長
寿
介
護
課
、
野
尻
庁
舎
住
民

生
活
課
、
須
木
庁
舎
住
民
生
活
課
、

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※
入
場
券
は
１
人
３
枚
ま
で
で
す

※
枚
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

◆
入
場
券
配
布
開
始
日

　

1
月
20
日
（
火
曜
）
9
時
～

●
問

・
長
寿
介
護
課　
　
　
　
　
　
　

　

℡
23
‐
１
１
４
０　
　

 

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７　
　

・
の
じ
り
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
44
‐
２
２
７
１　
　

　

子
ど
も
の
健
康
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
む
し
歯
予
防
の
た
め
に

歯
の
健
康
相
談
と
フ
ッ
化
物
塗
布

を
行
い
ま
す
。

◆
日
時

　

１
月
25
日
（
日
曜
）
12
時
～
14
時

※
歯
の
健
康
相
談
は
、
時
間
予
約

　

制
で
す
。
事
前
に
下
記
ま
で
お

　

電
話
く
だ
さ
い
。

◆
場
所

　

文
化
会
館　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
（
保
育
祭
り
会
場
内
）

◆
対
象　

1
歳
か
ら
小
学
生
ま
で

◆
費
用　

無
料

◆
そ
の
他

　

歯
み
が
き
を
済
ま
せ
て
来
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
会
場
で
「
フ
ッ

化
物
塗
布
申
込
書
」
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
必
ず
保
護

者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

フ
ッ
化
物
と
は

　

フ
ッ
化
物
に
は
、
歯
を
強
く
し

む
し
歯
に
な
り
に
く
い
歯
に
す
る

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
生
え
た
て
の
乳
歯
や
永
久
歯

は
む
し
歯
に
な
り
や
す
い
た
め
、

家
庭
で
の
歯
磨
き
や
お
や
つ
の
時

間
や
内
容
の
工
夫
に
加
え
て
フ
ッ

化
物
塗
布
を
す
る
こ
と
で
予
防
効

果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
問

・
健
康
推
進
課

　

℡
23
‐
０
３
２
３

家
族
介
護
者
の
集
い

費
用
無
料
・
申
込
不
要

マ
ム
シ
流
元
気
で
長
生

き
す
る
コ
ツ
さ
せ
る
コ

ツ 介
護
予
防
フ
ォ
ー
ラ
ム

歯
の
健
康
相
談
と
フ
ッ

化
物
塗
布

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染

症
予
防
接
種
実
施
医
療

機
関

第 47 回衆議院議員
総選挙　投票結果

　平成 26 年 12 月 14 日に行わ
れた第 47 回衆議院議員総選挙の投
票結果をお知らせします。
　投票率（選挙区）は、前回を 2.95
ポイント下回る 48.70 ㌫。投票所
ごとの当日有権者数（人）と投票率

（㌫）などは、１月 15 日号でお知
らせします。開票結果については、
市ホームページで確認ください。

【年代別の投票率】
※平均的な投票所（第１投票所 : 小
　林市役所）のデータを記載

年代 投票率
20 代
30 代
40 代
50 代
60 代
70 代

80 代以上

30.08 ㌫
38.89 ㌫
47.13 ㌫
60.26 ㌫
62.81 ㌫
70.18 ㌫
43.69 ㌫

　平成 26 年 12 月 21 日に行わ
れた宮崎県知事選の投票結果につい
いても、１月 15 日号で掲載します。
●問・選挙管理委員会（℡ 23‐1143）
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我が家のやんちゃガール
も８月で１才！ 得意の
ダンスでこれからもみん
なを笑わせてね♪

父： 恭兵さん　母：友麻さん父：陽平さん　母：美香江さん

食べるの大好き♥
モグモグ♪良い笑顔
食べて笑って
幸せいっぱいのボク
みんな宜しくね★

父：孝幸さん　母：留美子さん

■２次元コード
対応の携帯端末をお持ち
の方は、こちらから小林
市のメールアドレスにア
クセスできます。

掲載希望募集中です。
3歳までのお子さんが
対象。写真、氏名、ふ
りがな、性別、誕生日、
保護者氏名、コメント
（40 字以内）を添えて
送付ください。

SUKUSUKU すくすく 投稿お待ちしています

曽
そ ぎ

木 奏
か な と

翔 くん

平成 25 年 12 月 26 日
山
やました

下 結
ゆ い な

愛 ちゃん 玉
た ま り

利 美
み ゆ

結 ちゃん

弟が大好きな優しい結愛
ちゃん♥お姉ちゃんいつ
もお世話してくれてあり
がとうね♥

平成 24 年 12 月７日生 平成 25 年 8 月 9 日生

　

緑
の
募
金
運
動
の
一
環
と
し

て
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
と
親
子

の
一
生
の
思
い
出
づ
く
り
に
「
記

念
樹
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
プ
レ
ゼ
ン
ト
本
数

　

赤
ち
ゃ
ん
１
人
に
つ
き
１
本

◆
記
念
樹
の
種
類

　

サ
ク
ラ
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）、

モ
モ
、
オ
リ
ー
ブ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
5
種
類

◆
苗
木
の
高
さ

　

１
㍍
程
度

◆
応
募
資
格

　

小
林
市
に
住
所
を
有
し
、
平
成

26
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
12

月
31
日
ま
で
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
た
世
帯
（
平
成
27
年
1
月
1
日

か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
世
帯
は
次

回
募
集
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

◆
受
取
場
所

　

市
役
所
各
庁
舎

◆
プ
レ
ゼ
ン
ト
時
期

　

２
月
下
旬
予
定

※
申
込
を
し
た
人
に
は
別
途
通
知

　

し
ま
す

◆
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
赤

ち
ゃ
ん
の
名
前
・
赤
ち
ゃ
ん
の
誕

生
日
・
電
話
番
号
・
希
望
樹
種
・

受
取
希
望
場
所（
庁
舎
）、「
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
記
念
樹
希
望
」
と
明
記
の

う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
の
各

課
で
直
接
受
付
を
行
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

　

ル
で
申
し
込
ま
れ
た
人
は
、
市

　

役
所
か
ら
の
連
絡
が
届
い
た
時

　

点
で
申
し
込
み
確
定
と
な
り
ま

　

す
の
で
注
意
く
だ
さ
い

◆
申
込
期
限

 　

２
月
10
日
（
火
曜
）

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
３
３

　
　

23
‐
０
３
３
４

　
　

k_nouson@
city.kobayashi.

　
　

lg.jp

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
48
‐
３
１
３
１

　
　

48
‐
２
２
６
９

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　
　

44
‐
０
６
４
９

　
　

　

第
３
期
小
林
市
障
が
い
者
計
画

お
よ
び
第
４
期
小
林
市
障
が
い
福

祉
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
原
案
に
対
す
る
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

１
月
13
日
（
火
曜
）

　
　

～
２
月
12
日
（
木
曜
）

◆
応
募
方
法　

　

閲
覧
場
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
「
意
見
等
提
出
書
」
に
記

入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
く

だ
さ
い
。

◆
閲
覧
場
所　

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開

室
（
総
務
課
）、総
合
案
内
所
（
市

役
所
１
階
）、
福
祉
課
、
健
康
推

進
課
（
新
別
館
）、
須
木
庁
舎
住

民
生
活
課
、
野
尻
庁
舎
住
民
生
活

課
、
西
小
林
出
張
所
、
紙
屋
出
張

所●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　
　

23
‐
４
９
３
４

‐　

九
州
電
力
で
は
、
今
冬
の
電
力

安
定
供
給
の
の
た
め
、
最
大
限
の

努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
電
力
供
給
は
厳
し
い
見
通

し
で
す
。
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
節
電
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
間

　

３
月
31
日
（
火
曜
）
ま
で
の
平
日

※
年
末
年
始
の
12
月
29
日（
月
曜
）

　

～
１
月
３
日
（
土
曜
）
は
除
く

◆
時
間
帯

　

８
時
～
21
時

※
特
に
電
気
の
使
用
が
集
中
す
る

　

８
時
～
11
時
と
17
時
～
20
時
は

　

重
点
的
に
節
電
し
て
く
だ
さ
い

◆
内
容

・
生
活
・
健
康
や
生
産
・
経
済
活

　

動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
可

　

能
な
限
り
節
電
し
て
く
だ
さ
い

・
エ
ア
コ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
電

　

気
こ
た
つ
な
ど
の
控
え
ス
ギ
に

　

よ
る
体
調
不
良
に
気
を
付
け
て

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
し
て

　

く
だ
さ
い

・
特
に
、
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
病

　

気
の
人
が
い
る
家
庭
で
は
十
分

　

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

・
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
衛

　

生
面
と
安
全
面
で
不
適
切
な
も

　

の
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
く
だ

　

さ
い

●
問

　

九
州
電
力
都
城
営
業
所

　

℡
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
７
０
５

　

た
こ
糸
が
電
線
に
引
っ
か
か
っ

た
場
合
や
、
切
れ
た
り
た
れ
下

が
っ
た
電
線
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
絶
対
に
近
づ
か
ず
九
州
電
力

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

・
電
線
の
近
く
で
は
た
こ
あ
げ
を

　

し
な
い
で
く
だ
さ
い

・
電
柱
や
鉄
塔
に
は
昇
ら
な
い
で

　

く
だ
さ
い

・
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ

　

な
い
で
く
だ
さ
い

・
ク
レ
ー
ン
車
や
重
機
は
電
線
に

　

注
意
し
て
使
用
く
だ
さ
い

※
電
線
の
近
く
で
作
業
す
る
場
合

　

は
、
必
ず
事
前
に
九
州
電
力
ま

　

で
連
絡
く
だ
さ
い

●
問

・
九
州
電
力
都
城
営
業
所

　

℡
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
７
０
５

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ ２０１5 年　1 月１日号Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
▼▼

案　

内

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
樹

の
プ
レ
ゼ
ン
ト

第
３
期
小
林
市
障
が
い

者
計
画
お
よ
び
第
４
期

小
林
市
障
が
い
福
祉
計

画
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

今
冬
の
節
電
へ
の
ご
協

力
の
お
願
い

FaxFax Fax

感
電
事
故
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

Mail

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器
の
入
れ

替
え
作
業
の
た
め
、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
を
停
止

し
ま
す
。
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
運
用
が
停
止
し
て
い
る

間
は
、
次
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
。

◆
住
基
ネ
ッ
ト
停
止
期
間

　

１
月
13
日
（
火
曜
）

　
　

～
１
月
14
日
（
水
曜
）

◆
住
基
ネ
ッ
ト
停
止
期
間
中
に
手

　

続
き
で
き
な
い
業
務

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発

　

行
、
交
付
、
廃
止
な
ど

・
電
子
証
明
書
の
発
行
、
更
新
、

　

失
効
な
ど

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用

　

し
た
転
入
・
転
出
届

※
転
出
届
に
つ
い
て
は
、
転
出
証

　

明
書
を
交
付
し
ま
す

・
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付（
小

　

林
市
で
の
他
市
町
村
の
住
民
票

　

の
発
行
）　

・
海
外
か
ら
の
転
入
が
受
理
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

※
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

　

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

　

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

　

ま
す

●
問

・
市
民
課

　

℡
23
‐
１
１
１
２

　

１
月
13
日
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
が
変
更
さ
れ
る
た
め

各
庁
舎
、
出
張
所
の
窓
口
か
ら
発

行
さ
れ
る
各
種
証
明
書（
住
民
票
、

印
鑑
証
明
書
や
税
証
書
な
ど
）
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す
。

※
手
数
料
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

※
１
月
13
日
以
前
に
発
行
さ
れ
た

　

証
明
書
は
引
き
続
き
使
用
で
き

　

ま
す

●
問

・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
８
１
２
０

　

市
立
図
書
館
で
は
次
の
特
別
整

理
期
間
に
蔵
書
点
検
と
配
架
適
正

作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中

は
、
市
立
図
書
館
、
須
木
分
館
、

野
尻
分
館
を
休
館
し
ま
す
。

◆
期
間

　

２
月
１
日（
日
曜
）～
10
日（
火
曜
）

●
問

・
市
立
図
書
館

　

℡
22
‐
７
９
１
３

Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎ２０１5 年　1 月１日号 Ｉｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
運
用
停
止

市
立
図
書
館
の
特
別
整

理
期
間
に
よ
る
休
館
日

時間外急病診療電話案内

℡23-8212

※医療機関を案内するもので、病気に関す
る相談を受けることはできません。

日曜・祝日
（原則小児科）

19 時から 22 時まで
9 時から 12 時まで

平日夜間

小児救急医療電話相談

℡＃ 8000

※明らかに緊急を要する急病の場合は、
119 番をご利用ください。

ダイヤル回線からは

℡ 0985-35-8855

19 時から 23 時まで365 日

窓
口
で
発
行
さ
れ
る
各

種
証
明
書
の
様
式
が
変

わ
り
ま
す

Fax
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我が家のやんちゃガール
も８月で１才！ 得意の
ダンスでこれからもみん
なを笑わせてね♪

父： 恭兵さん　母：友麻さん父：陽平さん　母：美香江さん

食べるの大好き♥
モグモグ♪良い笑顔
食べて笑って
幸せいっぱいのボク
みんな宜しくね★

父：孝幸さん　母：留美子さん

■２次元コード
対応の携帯端末をお持ち
の方は、こちらから小林
市のメールアドレスにア
クセスできます。

掲載希望募集中です。
3 歳までのお子さんが
対象。写真、氏名、ふ
りがな、性別、誕生日、
保護者氏名、コメント

（40 字以内）を添えて
送付ください。

SUKUSUKU すくすく 投稿お待ちしています

曽
そ ぎ

木 奏
か な と

翔 くん

平成 25 年 12 月 26 日
山
やました

下 結
ゆ い な

愛 ちゃん 玉
た ま り

利 美
み ゆ

結 ちゃん

弟が大好きな優しい結愛
ちゃん♥お姉ちゃんいつ
もお世話してくれてあり
がとうね♥

平成 24 年 12 月７日生 平成 25 年 8 月 9 日生

　

緑
の
募
金
運
動
の
一
環
と
し

て
、
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
と
親
子

の
一
生
の
思
い
出
づ
く
り
に
「
記

念
樹
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
プ
レ
ゼ
ン
ト
本
数

　

赤
ち
ゃ
ん
１
人
に
つ
き
１
本

◆
記
念
樹
の
種
類

　

サ
ク
ラ
（
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
）、

モ
モ
、
オ
リ
ー
ブ
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
5
種
類

◆
苗
木
の
高
さ

　

１
㍍
程
度

◆
応
募
資
格

　

小
林
市
に
住
所
を
有
し
、
平
成

26
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
26
年
12

月
31
日
ま
で
に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま

れ
た
世
帯
（
平
成
27
年
1
月
1
日

か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
ま
で
に

赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
世
帯
は
次

回
募
集
の
対
象
と
な
り
ま
す
）

◆
受
取
場
所

　

市
役
所
各
庁
舎

◆
プ
レ
ゼ
ン
ト
時
期

　

２
月
下
旬
予
定

※
申
込
を
し
た
人
に
は
別
途
通
知

　

し
ま
す

◆
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
メ
ー
ル
に
住
所
・
氏
名
・
赤

ち
ゃ
ん
の
名
前
・
赤
ち
ゃ
ん
の
誕

生
日
・
電
話
番
号
・
希
望
樹
種
・

受
取
希
望
場
所（
庁
舎
）、「
赤
ち
ゃ

ん
誕
生
記
念
樹
希
望
」
と
明
記
の

う
え
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
そ

の
他
、
下
記
問
い
合
わ
せ
先
の
各

課
で
直
接
受
付
を
行
う
こ
と
も
で

き
ま
す
。

※
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー

　

ル
で
申
し
込
ま
れ
た
人
は
、
市

　

役
所
か
ら
の
連
絡
が
届
い
た
時

　

点
で
申
し
込
み
確
定
と
な
り
ま

　

す
の
で
注
意
く
だ
さ
い

◆
申
込
期
限

 　

２
月
10
日
（
火
曜
）

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
３
３

　
　

23
‐
０
３
３
４

　
　

k_nouson@
city.kobayashi.

　
　

lg.jp

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
48
‐
３
１
３
１

　
　

48
‐
２
２
６
９

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　
　

44
‐
０
６
４
９

　
　

　

第
３
期
小
林
市
障
が
い
者
計
画

お
よ
び
第
４
期
小
林
市
障
が
い
福

祉
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
原
案
に
対
す
る
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間

　

１
月
13
日
（
火
曜
）

　
　

～
２
月
12
日
（
木
曜
）

◆
応
募
方
法　

　

閲
覧
場
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
あ
る
「
意
見
等
提
出
書
」
に
記

入
し
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
提
出
く

だ
さ
い
。

◆
閲
覧
場
所　

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
情
報
公
開

室
（
総
務
課
）、総
合
案
内
所
（
市

役
所
１
階
）、
福
祉
課
、
健
康
推

進
課
（
新
別
館
）、
須
木
庁
舎
住

民
生
活
課
、
野
尻
庁
舎
住
民
生
活

課
、
西
小
林
出
張
所
、
紙
屋
出
張

所●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

　
　

23
‐
４
９
３
４

‐　

九
州
電
力
で
は
、
今
冬
の
電
力

安
定
供
給
の
の
た
め
、
最
大
限
の

努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
電
力
供
給
は
厳
し
い
見
通

し
で
す
。
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
節
電
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
期
間

　

３
月
31
日
（
火
曜
）
ま
で
の
平
日

※
年
末
年
始
の
12
月
29
日（
月
曜
）

　

～
１
月
３
日
（
土
曜
）
は
除
く

◆
時
間
帯

　

８
時
～
21
時

※
特
に
電
気
の
使
用
が
集
中
す
る

　

８
時
～
11
時
と
17
時
～
20
時
は

　

重
点
的
に
節
電
し
て
く
だ
さ
い

◆
内
容

・
生
活
・
健
康
や
生
産
・
経
済
活

　

動
に
支
障
の
な
い
範
囲
で
、
可

　

能
な
限
り
節
電
し
て
く
だ
さ
い

・
エ
ア
コ
ン
、
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
電

　

気
こ
た
つ
な
ど
の
控
え
ス
ギ
に

　

よ
る
体
調
不
良
に
気
を
付
け
て

　

無
理
の
な
い
範
囲
で
節
電
し
て

　

く
だ
さ
い

・
特
に
、
高
齢
者
、
乳
幼
児
、
病

　

気
の
人
が
い
る
家
庭
で
は
十
分

　

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い

・
節
電
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、
衛

　

生
面
と
安
全
面
で
不
適
切
な
も

　

の
と
な
ら
な
い
よ
う
注
意
く
だ

　

さ
い

●
問

　

九
州
電
力
都
城
営
業
所

　

℡
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
７
０
５

　

た
こ
糸
が
電
線
に
引
っ
か
か
っ

た
場
合
や
、
切
れ
た
り
た
れ
下

が
っ
た
電
線
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
絶
対
に
近
づ
か
ず
九
州
電
力

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
注
意
事
項

・
電
線
の
近
く
で
は
た
こ
あ
げ
を

　

し
な
い
で
く
だ
さ
い

・
電
柱
や
鉄
塔
に
は
昇
ら
な
い
で

　

く
だ
さ
い

・
切
れ
た
電
線
に
は
絶
対
に
触
れ

　

な
い
で
く
だ
さ
い

・
ク
レ
ー
ン
車
や
重
機
は
電
線
に

　

注
意
し
て
使
用
く
だ
さ
い

※
電
線
の
近
く
で
作
業
す
る
場
合

　

は
、
必
ず
事
前
に
九
州
電
力
ま

　

で
連
絡
く
だ
さ
い

●
問

・
九
州
電
力
都
城
営
業
所

　

℡
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
７
０
５
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案　

内

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
記
念
樹

の
プ
レ
ゼ
ン
ト

第
３
期
小
林
市
障
が
い

者
計
画
お
よ
び
第
４
期

小
林
市
障
が
い
福
祉
計

画
（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

今
冬
の
節
電
へ
の
ご
協

力
の
お
願
い

FaxFax Fax

感
電
事
故
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い

Mail

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
機
器
の
入
れ

替
え
作
業
の
た
め
、
住
民
基
本
台

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
用
を
停
止

し
ま
す
。
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
運
用
が
停
止
し
て
い
る

間
は
、
次
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ

ん
。

◆
住
基
ネ
ッ
ト
停
止
期
間

　

１
月
13
日
（
火
曜
）

　
　

～
１
月
14
日
（
水
曜
）

◆
住
基
ネ
ッ
ト
停
止
期
間
中
に
手

　

続
き
で
き
な
い
業
務

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発

　

行
、
交
付
、
廃
止
な
ど

・
電
子
証
明
書
の
発
行
、
更
新
、

　

失
効
な
ど

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用

　

し
た
転
入
・
転
出
届

※
転
出
届
に
つ
い
て
は
、
転
出
証

　

明
書
を
交
付
し
ま
す

・
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付（
小

　

林
市
で
の
他
市
町
村
の
住
民
票

　

の
発
行
）　

・
海
外
か
ら
の
転
入
が
受
理
で
き

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

※
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷

　

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

　

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

　

ま
す

●
問

・
市
民
課

　

℡
23
‐
１
１
１
２

　

１
月
13
日
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
が
変
更
さ
れ
る
た
め

各
庁
舎
、
出
張
所
の
窓
口
か
ら
発

行
さ
れ
る
各
種
証
明
書（
住
民
票
、

印
鑑
証
明
書
や
税
証
書
な
ど
）
の

様
式
が
変
わ
り
ま
す
。

※
手
数
料
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

※
１
月
13
日
以
前
に
発
行
さ
れ
た

　

証
明
書
は
引
き
続
き
使
用
で
き

　

ま
す

●
問

・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
８
１
２
０

　

市
立
図
書
館
で
は
次
の
特
別
整

理
期
間
に
蔵
書
点
検
と
配
架
適
正

作
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中

は
、
市
立
図
書
館
、
須
木
分
館
、

野
尻
分
館
を
休
館
し
ま
す
。

◆
期
間

　

２
月
１
日（
日
曜
）～
10
日（
火
曜
）

●
問

・
市
立
図
書
館

　

℡
22
‐
７
９
１
３
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住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
運
用
停
止

市
立
図
書
館
の
特
別
整

理
期
間
に
よ
る
休
館
日

時間外急病診療電話案内

℡23-8212

※医療機関を案内するもので、病気に関す
る相談を受けることはできません。

日曜・祝日
（原則小児科）

19 時から 22 時まで
9 時から 12 時まで

平日夜間

小児救急医療電話相談

℡＃ 8000

※明らかに緊急を要する急病の場合は、
119 番をご利用ください。

ダイヤル回線からは

℡ 0985-35-8855

19 時から 23 時まで365 日

窓
口
で
発
行
さ
れ
る
各

種
証
明
書
の
様
式
が
変

わ
り
ま
す

Fax



■
編

集
発

行
／

小
林

市
総

合
政

策
部

企
画

政
策

課
　

〒
886-8501　

小
林

市
細

野
300

番
地

　
T

EL 0984-23-0456　
FA

X
 0984-25-1037

広
報

こ
ば

や
し

１
月

号
ＪＡ

Ｎ
.2
0
1
5
№

0
1
0
6

■
 ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
　

http://w
w

w
.city.kobayashi.lg.jp

■
 メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

　
info@

city.kobayashi.lg.jp
小

林
市

は
「

核
兵

器
廃

絶
・
平

和
都

市
」
、「

人
権

擁
護

都
市

」

「
地

域
医

療
・

健
康

都
市

　
小

林
市

」
を

宣
言

し
て

い
ま

す
。

Citizen's Smile
取材現場から

Ｐ．Ｓ．
あとがき postscript

みんなの笑顔
画：友安よーいち

第 11 話「干支のタスキリレー」

２
０
１
５
年ね

ん

は
、

未ひ
つ
じ（

羊
）
年ど

し

だ
ね
！

全国大会で一本でも多くシュートを決めます！

小林ミニレッドフェニックスの皆さん

九州大会がんばるぞ！++++

小林ハンドボールスポーツ少年団のみなさん

感謝を込めて作りました！

西高調理科学習成果発表会・５班の皆さん

今こ

と

し年
も
駅え

き
で
ん伝

の

季き

せ

つ節
が
到と

う
ら
い来

だ
モ
～

年と
し

が
変か

わ

わ
っ
て

干え

と支
も
引
き
継
ぎ
。

駅
伝
と
似に

て
る
モ
～

今
こ と し

年もよろしくだモ～

今
号
の
自
分
な
り
の
テ
ー

マ
は
「
継
承
」。
郷
土
芸

能
の
記
事
で
は
、
活
字
や
写
真
で

伝
え
き
れ
な
い
も
の
を
伝
え
る

こ
と
、
ま
た
保
存
会
の
皆
さ
ん
の

活
動
を
少
し
で
も
後
押
し
で
き

れ
ば
と
、
動
画
を
使
っ
た
紙
面
に

挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。
小
林
人
で

は
、
３
代
に
わ
た
り
伝
統
の
「
大

根
や
ぐ
ら
」
を
継
承
す
る
大
山
さ

ん
一
家
を
紹
介
。
大
根
農
家
の
師

走
は
、
猫
の
手
も
借
り
た
い
程
の

忙
し
さ
。
取
材
対
応
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。「
Ｔ
」

冬
の
風
物
詩
の
一
つ
、
駅

伝
の
シ
ー
ズ
ン
が
い
よ

い
よ
到
来
。
市
町
村
対
抗
駅
伝

に
出
場
す
る
選
手
の
合
同
練
習

会
を
取
材
し
ま
し
た
。昨
年
は
、

大
会
新
の
力
走
す
る
も
惜
し
く

も
２
位
と
涙
を
呑
み
ま
し
た
。

監
督
の
今
村
さ
ん
は
「
今
年
は

な
ん
と
し
て
も
優
勝
す
る
」
と

選
手
ら
を
鼓
舞
。
小
林
高
３
年

の
廣
末
卓
さ
ん
が
今
年
も
出
走

予
定
と
い
う
こ
と
で
、
ラ
イ
バ

ル
宮
崎
市
に
勝
利
し
優
勝
す
る

こ
と
を
楽
し
み
で
す
。「
葵
」


